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三貴・薄紅幻三悪

．褐宅　省　吾

／草炭の敦輝の垂削藤森年と続けて行くセーフの望通が永末上県／あ／ま／

→）蒼えゐことも少なくなって束るゥしかし辛ヒ一夜比の望｛血の耽る将来
∴ある。それ尽卒常駐を送り出し∫　新入生を逸える閲の早春の腸でああゥ　比の

／膝執こぼ目顔な重層を虞しみ藤に経常葛の族に出る率も多かゥた昏

ある牢の早春の一日、私は哀療皇ぞ何写るこYもなく壁って伊恐宜，召頂仁

凋深く射し込み花の奄庄罷よって泰るようであった。せし＼象に浄鮎汎て花痙　ノ

、め射符多卿付近）の方に出かけて行った。こ′式しの台し＼花は落襲撃亀を確芯に

薬のこ漁鳶痔賓の頭金の′卜寵を葛飾のよう七塵協，亀とりで蔓逐恐藤を芸賓し＼蘇ノ

の鷺の覇に曝乏守っていたク野辺には′／ぉゝいぬ，∫＼ぐリ′の尊厳溶射汚水藍〉♪

啓の慮l二咲き軋れており，紅藤、白鷹の亀があた　髪やわら桑、登丈でいた云

比の花嵐に膵髪下してうつらうつらY匂蚤の夢を亀てし＼た∴

葡軍、温かに盛ぎ去った尊者の横取人達と白川の鹿町二そった魔か澱享で寒

LLt鷺子亀と春の喜郎孝之れた。軋都の音に各わせて歌われ恕寮教養の歌ノ

金額嵐の前で思い滴る承蘭の寒、春の夜¢更け行くの官僚んで露草蚤の産む

館を訪ぬた。雛鎧甚して，寒猿の素顔に凍った少文達と潜む∇おく～噂の塊は

炬茂吊の流れに消えて行った∴

監ガリで逸ぎ去った青春の恕裏の事敵を見よ　と瀦牡の花を事前　象を鼓　せ

た。好のたさず苦し＼床同じであるボブエ十露命飯事日誌象も人も寮零し讃久去

ってし＼る巻島肴えも真否もないこセそあった∴町衆を路って、囁たき訊ね心

象捲いて．私は各藩覇の顕を士って行った。放萱祭りつめると清浄なるお寺

（魚湧尋）の赴薦lニ虫た。

あはれ花びら杜がれ

・お叙なごに陀び、ちながれ・∴

おみなごしのや恥に語り－、ひあゆ礼

ぅちらかなを竜巻にな群れ

か吊、Lに瞳をあげて

翳りな歪み寺の鹿をすぎゆ＜なり

孔苺の藩笈、ど十日こうあおい
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主唱達毛の詩を口ずさみながら、葵LL＼蓮如を昇親し　磨き肴狩られた草餅

加の一畳は宵髄液に焼いてし＼た．）接の本庄生し、預り一　帯富は育し、毛衝を敢きつ／

めこいた，

く鑑の、はずれ鋸、王な御堂の中へ一入の牢番に蚤黙れて入ったd正面の唐手／

の車には比の世のものとも惑えぬ乗せがヰ職を開㌧＼て立っている。頭も二患い／

た窒哲は瘍翠、翫珂覇、日輔弼、手1二庄凝展の花め髪膚奉，賃金の‾啓飾．眉

風の毎家は上より電きれる蛍私灯の光で気高く螢し、てLV、た．

地の賓観音像はかの鳶の首宗皇帝が虜苛をしのんでありし田の御客吏そ勿

膵の尊者凌像lニかたでって造られたものである。この蜃し＼間像が録わって隼

の廃水に裁執二品来され′比の碍戒に長く秘ムとして伝わって莱たもので牢〈

る。　　　　　　ノ

紬ま今迄たゼ蔓えて素た早春の花を蜃げて胃薬夷～の幕（最低歌）を璧虫し

そし＼た．

蔓雛蛋錨窟　舶う抽
象妾の磁踪にして春海を渡る

春海は曳きに等し勘　官怠けて辱く

盲は払枚を映し、て，泰は紋として拳ポリ

頗電最初友の零t二似たり

石蕗窺寮　海藤子

梨花一及　泰′　雨を帝が

高木正一、産（中固詩人監寮t台農務′署液）

香煙の慕う窟商の単の車に私は寮霜と在っていた。灯Iよ増されるY花の顔

は尊し、御弘の峯になって悩める衆生を尊く書落であった一

糸は盈汚れた気轟になリ夕闇世亘る胃の菌の匡左簡0て行ったり取の下に

摘寺の富豪の藤平一京洛の衛が千客のr叉を秘めてもやの車に淳んでい誓ノ。
注ユ庇⑦観音像持場貫華観音と云われ広篠寺の芥敬曹寝と英i二束郵杏く

裁国軍も濠も美しい仏像である。

注Z．腐貰鹿については車上膚が可下噂八公蕗に盛観してし、る／。
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‖司聖佐藤光則（大取学芸大付属高萩摘ト

史軍上級生の零から、ノ同左からこしCん乱Jγ‖三尊暮してほしいとの意向を

圃乏きしたので娃硬な文革で尊蹄です武一ここを轟掌した南極ノ入管して＄っ

た頚又このごろ番えることなどを嘗し＼′てみます。（零し＼渾紳頃ぎに列誌しますの、

で文の一項艦に宍けちかもしれ孟せんが卿容放下さし、ク）言でここ官長皆した

争清ですが．二才吊＝ついては僕は姥あ芽と少し塵言フところがあるかもしれ孟せ

ん，とし、うのは席は棄貴の私立k太守空車臆してこららへ束ました．トぐ太を車

逢して革び浸漁懲絶え痘＼めて、女水筒や＼ら理工常へ車詫㌻することに塩頑固の肴

は臆して反対でした。横としても蒔jニ理敬承の科膏が賭蕃な来日亨でもなく．軍

令から転同したいと篭し＼恕しヌそれが可髄だと最く主張して家の肴をやっY

艶略した一首，二の約7′ケ竃の受験熱儀にはいっも不審と蕉膚がっ空きとし＼、

ました。久琴在学中に脅～の更喚通常専項は義軍のかなたに清へ左1日人間と

いうものはそ皮目法要から寵れるとし、月＼に早く筒聾に堀髪怠れてしまうかセい

うこYを顧慮させられました。但しこの瘍息は億のお継の葛さを発恵に入れ

〟る混啓があるかもしれ富せんが㌦）ヌー慶大菅を滝髪してたるんだ鱒は各局‖二

引芝しまりませんでした。一号慣各から転向するY竜い衷した以上青任も着

るのぞ他にはいつも現在を軍おわきれてし＼た孝は事実でノ　ともかく今夜の翼

廟勉義は贈号苦しし＼ものでした。ちな射二雪路の軍記乞宛書写と．

0日○軋　贋。帝から蚤まで刀＼かって憫理三海レか零けなし＼．諷礪宣し‖手数

〝くの壊尊公電ノ＼散歩にゆく。つい旺牢まで棲‾直が泳し＼そし＼た二二の速度ノも

膚漆工意地帯の塩蔵やまたとく三日二埋められてしまって逼面はもはや見る

＝／とが／恕末ない。以前の嬢にぽんやⅠ日毎を紡められなくなったのは寂しいJ

一でも昨日の司で公感の葦や木の環が鮮やかなの任官の晩春に誓ったクちょ

っと金魚すくし＼髪やってみる，と、ぅ云う七日ナカ＼大寒よくすくえて周りの′卜

うな子供塵に魂敦を敷へそくれY囁かれ色が億がそんなものな知っている

喪がない。痛0直で秀へてみるっ　月勿硬は衝けない，金恵はよくすくえるJ

何となく滞魔な臥j合せに恕n帆て「人音察するクその後∵雇の、ゎひしさ

に電すつれる言亀の鰻谷セボ堕だったらなあ、という潜在意識肘乞うヱせるの

写ろう。）帰クてからす汽イコ7耕一めピアノコンチェルト摘く∵十線乳
－●　－
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メぅヱ慧がだい云噸達にそれ≒竜し竿が本論に凝って礫がなぜ先途の伽く竃和二

八海尉を課慈したかとし＼うど誉れは夜の露私署喝からです。

公軒環ホワイトカラー族守してあの驚鹿覿濃など心の車で水ヱ人と葛萄ヒ喧～

暮れて一重を逸るのかと惑うとセうも韓敏文的な毎分には軒へら叛そうに

なし＼霧に掛り拘たこY言管同胞には隆義琴祐興味深いところも多L＼と虚し＼

ますが－小やJそ針圧転向するなら今しかうーセンスがないと惑われたこと∴

④大酎二終る多少の読轟そなんYL＼つても日本は工蔦で立国せ嘉日で支っ頑が

ないとづくづく感じ′それならその方面そ嚢カする苛め甘ボ世の為羊もなり

（これは少し宅し＼言葉だが）lノ　守谷としても恵義のある｝堕を送れること

になるのぞはなし＼かど潜ったこと∴ェ菜の豪雪′性について，安蘇誌などそ

郷存知の固文学者小面甚一軌も夜の也く確言してし＼訂寸言この会務施苦る

／天賦賓環で／庵の八潮水人並のせ毛管してゆくた鋸二は′　どうしても香料

を勒入し袈苗を輸出する‖まかないこ　せったし＼そ軋以夕日二はないり　どし＼うこ

とは工貫が私達の蜜芝電五五為星畠腎だといち事案皇青線する。†三からこ

れからの悪い犀希な人連はゼしどし理工鼻音覇に遮恕してくれなくては因

る。そちらに薗くすぐれた人材が豪なくなった蹄は丁なめち官本折衷七＼へ

の象望ノき、み出した席で勤番．－…彼膠㍉（促しこのような一文によって，めみ

碑工簡＜の奄向を決意Ltわくγではない9）二か款は表現はすこし7－バ∵

かもしれ吉せんが降かt二素棄望言っているセ思し、ます。裁マぽこの寛仁あ

る如く一冬ゃっている督同の竜零姫里阜乾しヌそ拙二対してある麓友のプラ

イド針痔っことば，ひいては髄鐘の勧品」二島なり暮し、ことではないでしょう。

各号葛‖ニ苛斎零よりも液東喬の肴の肯ボ包冬め存在意表㌢責喀としと啓で

ゐことがお菜を正のではなし、ではなし＼でしょう仇（K太婆の先輩で暇は大牢

立像、婁一驚履行に充乾したカです釈ノ　事務宋サラリーマンとしての日ぐ

が亀岡に想われる癌になり，そこを琶乾して置漁懸絶忍魔の某太琴の工学

部に入り遍したという刺もあります．）こらに僕の濁牽な予新山こよれば液紆

泰の車でも野末称に車′GYなみものは，L鉄「とし化孝1だと愚才つrL言1㌦，王

ら豆藷が少し俗っぽくなりほすが′その兢賢の鉄の内でも最衛愚かより尊膏

コれ為の1吉相撃です‘YL＼うわけで我々が今から誉ばんと丁る繊線化学良

色々とせ味もあるしノやりがいこしある缶野宅と篭っても鼓して豊直りあIj

言す吾い．

雲てこの好で恵を少し変へてこの学奴へ人草LIて爵じたこ￥髪少し書いて

み言す。ともかく覇の写経と淫あらゆる息で東署約です。（寓意ヒ素都′私立

／ヒ司立′　文息魚学部と型二こ愚挙帝．ややハデな夜風とやで篭痕も－耗嵐．ケ八
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牒げや人数草々／すすが礫として丞金庫とジして±〉ちらのオ神性に金ってする線／

なので奉向しそ未た意味示あったと潜ってL、ます。）きてそれでは入学して啓

了じた事　象幾　かか　東泉極　目二書いてみますと①学生の数カけ研ぎて少々嚢LJ

∴＼庭打切ぐします。虫寮母なら工芸単部ピ7つの雪ヤソパ／スに寵合できたら亀

打
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々／日周で登吐生産の簡白味が磯えるY患います。（告によるとこういう’普課肴

ジぇられこはし＼るそうです。それ採早く莫畢三九たらと承っています4）

㌧㊤二二の東北クラブ・遣勒クラブともリクリエーション的意味を膏施してし：る～≠

ことはえ及結構だと漕いましたっ①蓉萩野闇の有り方はらよっゼ離縁出来誓

い酢水あIjます∂④琴卓の皆さんが賽面白で儀く勉覆しそうなのぞ（侶しこ

へ回虫持上については篠証の恨Ijではなさそうで丁が”一一。）ノ上せの願う盤ひ男子を

く勉議も解きだが盤長さ奇がもっと囁芝七㌢とし、うに痘ぎなし、．こんなの髪ヘリ

：＋クヽ／とし、う。）牒早くも前金が惑いやら、れてしかたありません。次に牟硬坑草

‘♪　間（固し苛構？に′よってはこしっと並びもこともある。）の大学生藷について．

／由本草は工東急の尊称大学なので知らず知らず学生があるタイプ咄きまって
しまう可態並ぶあると思し＼言す。それで席としては永末るだけ色々な大学の

蟄グな瞥軍畑人淳と話しノ各う税金を義一ちとし、と潜ってし＼ますク　人属の一′知の／

毘坑考え方∴魔魔境ミなどは本当に考皮に亙って針上　それら変お互いに≒ん

∴取除するンとは大変有益なことで7・④郎＼大学で琴が以如もめを，二十

卓も翫ザヤ射＝つけたし、こと。①本削二を頼二役入女真る認虎（スポ〟ツ、

絵画考察釣色左．沌凍っていることは人生の色々なピンチに塗隠した醇にJ法ず／〉

一夜に立っでしょう．ですから亘の凝な麺療忍九号佐治を遺して星虫しておく

二とも意味のあおこせでしょう。（柊の瘍各を㌢いまどうもb音展望きくこ／ど可

／¢凍て、丁．廟へぼ、べ－トベンのピァノコンテ工）しトL宴帝「なではノイワ′

一夏哀感になった標を幾度も万すけてくれました．シューベルトのし冬の薇コ

ザパブァルテ㌦－のし柑プ季「なども贋の大好きな噂です。）

洋上巻く一貫性もなく産地な丈章で誌ヒ望毒してしまった啓があるので

寮綴言これを部請する青線も衰克て横の大壷誓な電意の句を及して膚を終↑

ゐこと許して頂きます。

椚大連に蔓る尊山路七麹へて一一一

。山琴芝Z′由やらゆかし　すみれ草，　　　菅意

、（永しいを馴二度われていも現代人も蘇l二はこの執二卦奄嘗鷲の尭地に

！覆るソ之の代の魚拓はもってし、たし、ものぞ了。）
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′濡主星勇

4回姐　吋邑二は「郭

～凄最は蒙徳である。少なくとも人類社食の漫歩発展が八熱こ譲せられた濃

高の譲濠であり．入鹿、の気疎Yいうもの郵相入り隻高の日展であるならばツー

だが複軌まペシトスムでもなければ招ウティ・ズムでもない，庶断や葛も義

邑ノはできるだけ凍俊二れお目でならない。棲疑＿署こ礎等なもの法も♂‖二とらわれ

ない台宙なl凸である。現東の春物ノ零象をありのまま晃射ナればならなし＼・

蔓れが貰確に一歩でも鑑ずく椎－のすまである，，ところが乗在私達の蓋世）

にあるもの！まきわめて偲断紳なもめが脅＼い∴意識滞日こせよ無意観にせよノ　究

一席では循齢的にならぎわ髪え賢い♂頗斬蘭で網子のL、い雪上登1ソチフレーズ㌧が

私産をとりまいてし、るJこ軋わの車から少しでもし＼いものな鑑び虫丁た切に

／ははたしてこの薫やいソチブレース‖まとめ確度太彗なのだろちか⊥ヒ簸ろ心が’′イ

なければならなし＼け

「夢のせんし、」Yいうことばはキや、ソチフレーズとに単紀礪虜でひび芋の

ィーよいすぐれたものである∂　とこわそこの「夢のせんい⊥　とし＼われているもの

は本勤二守琴のせんい上といえる樗ううれすぐや′したセんいであることは草

もがし、ない。しカ＼し「夢のせんいJ＼Yいうことばをまともに宥えゐならばサ

し不遜貴だといめざるをえなし＼♂二現代ではせんじの同誌は礪像以上に衣い〃

タイ雪コードノ漁碑ノ工壌同訝布′　ホースな／どから巌展，豪華とその間途庄

千隻万別である。・そしてタイヤコード同と／して昏求まれる應啓と下竜田のせ

んし、に嘗求≡れる濾唇は忘のγから貰ってくる．そしてこれら打席頂虻すべ

て満足コせるせんいな作る砿翠はなし＼．Yランは巌類開，Zロンはエー葉風埠

にホース類などとでき呑だけその喝塗に蒜じて隠し、′命すられ為ようにするや

恐く廉直／の節電の可約である，柁嘗牌にはビニロンを看てノ風教博にはテトロ

ンノ　レジャーやおしゃれ常にはウールとし＼う観に使い命けた寺が，帝から夜γ

まで、ノ頭のてっぺんからつま免までパ1レンとなるよりよほど夜比と潤し、に

／／澄んでいてノ喧話は無しし、ものlこなも登ろう．しかし照代の企業はそんなこ

とを嘗んでし＼ないらしい〃

∵左上経線な線審町史史化　なな籠璽　斉有　るるよ　も社会の濃いは「ブ〉ルジョ、

／‥アポ雇いんだ⊥、とか「来産毛薮春のせいだJとし＼う寺か、単秘で韓え冶カが鹿／

、ィ′㌧
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し、。これをタブロイド慰寿とし＼うそうぼけこれは心確鮪にし＼久ぼ「すぼらし

く洛逢した港碑の暑主でも一　ああ折まで・ゆく～とj　その確定玖上に羅旛なもの

は、つかむニYがぐ至なし＼とし＼う息に達守るねYころ沢大多数の人はl　この

服喪にすぐ逢してしまう。しかも，およそ，その服喪に達しなし∴うちに怠け

じ衰牽けていとても三化で誉なし、清碑的食瑠互言わの和こしてしまおろせす

るフユ乞いうことになるらしい．　とにかくむす小かしくてわからなし、多くのも

のを妓凄するよりもノーつのものを攻嚢すゐ告がやさしし＼といりことだサ椙

人にせよカニ金に埋ま，との状蚤を攻めゐ同封まかYbではなく，望月つわて多

くの国手が互いlこ切＼らまりあっていぬゥ行きづ、真一リを打簡するためにはこれ

変簡一望ほぐさなければならなし、．、しかしモ作では暫筑天象をひっ広の〃てゆげ

ないク　というわ（ケ召、牽祉化した膏きしいさモて＼ソチブレース、をと＼んどん作あっ

しかしこのキャッチフレー∴そ、生らのみにしてはし＼けなし＼∂　ろのみにする二と

は題者の故意冬勿わ。灸庫の覆う経な社会東学では，ヒカ、く行すぎた澄鈍化がィ

行なわれ，不巻な倍諭供出三Vしわクモの結論が事実にあわなけ汎ぼノ蜃啓に

倹じまげて合わせよう￥するク　あるし、は軌ます帆の攻葱をする。とても滞べ

ないような横行戚乞揮っておし、で′　この横行覇研削£なし、の勘ヾイロ＼ソトが

貰いのだとし＼ち鼠な論戦の石にも竜にも多すぎはしなし＼だろろガ㌦

こんなことは白鑑卑学力せ罫にもなし＼こYそはない一　畏友学者群舞延学者

の新密諭をかた＜ノなに褒めようとしないなどといううーク三はよくきくことで、

あるク　しわ＼し嚢療ヒまって証緒これたならばこれは篭めざる変えなし、．セこ

ろ如土合承尊では清哀な葉療昼不可能である。そしてそれなまし＼ことに宗教

綺な色彩さえ帯びることがある，：乞う。なれば草葉に極慮望与えよちとはしな

い。そこと救いのなきがある．

感看入荷日まめんどりゃも呵人膚八で養え某日ぎな　ない8他かり与えられた

ものをみの射こしてノ　その後についてし叛くことは確かに無であるク　し乃＼しそ

れでは進歩はなし、．カミュは「ペスト上で八郎の知ってし＼高二とはごくわず

かであるヮ雪から人情握常に有え．そ力て有えクる叢書を尽き拾ぼならない

し，まとそうするよりしかたがないゼし、う意床のことを書いている。こ、耽こ

そすべての人に与えられた実額でありt　を至寺であるY習う．人間の底値は

吾え烏二七にある．そして親政の概念史確論をそのままうのみにすもこと1ま

歯者の蔵贅で勿リ，ひし＼こぼ八蘭の尊敬の板書にもつながれそしご考える

ことの準備経略として諷ウニとⅥミどうしても越冬セなる。
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お　覇
察しし、確路

3回を　斉藤

人生の山Y谷

毎分勝手な気侭を八嘲

マ）レキシ頂ムを是み壌って

デイ　恒宅を薇ぐ不常務音域，

落潮の壊衆だと登：拓して

′　領分の蘇聞き捜してし、る。

慨・の手法スカンとロで言って

凪は食め子の宋顔で零を呼んでし、あ。

路の花も蚤日の土壌を

つつ払込むだろう

匂し＼プロシ卑ばかり頭の中に走って．

言こ読・・■・．、■、

何人とこし＼／つはうまし♪とti各わせぼ。

苦しし＼濃の車

衣LL＼官の色

偉しいほほえみ

カールーヒ寛の毛

冬日の廿は学生だった一

試験と寒嵐

こいっは何んと慈しし＼アベり7仁、。

カントもシェリングも

島んな霜夜だと非寮して

お前の首がもっと焉愚だと

濁って礼たのか‥

昇端育め、バカ帝都の

もっともっと泰鹿に践恥と

そっとこきや＜ロこいとは

右前が騰老君一昏な男＼ったロか。

．Jeの車はいつもうがれて

－9－ 〝＼㍉

〝予
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留金を身命でヱげ㌧すんでへ一

濁らかさを壌見ろYして

泥を凝っているこの事は何んだ㌦

片前の体には春が寒たの恥

空の小さな体にも藩がああのか。

語学に寒いと笥旅して

一体卑語登いくつ
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御頓知なのか胞。

外宮八の薇に学語否も善し＼てあれば短。

及逢瀬欲しし＼

友＿聾が欲しし＼

この言寮は何を書っ之L＼竜＝のか。

お‡狛ま亀谷を知りすぎて

毎分で色合を優しZはいなし、か㌧

育め、静虜な瑚め。

膏の人を行降の終息はどこか

こんな何を痘ち得る鈴蘭か．

春だ∴肴ゼ。

八求廉しいとし＼ら巷t。

お儀には黍、しかないかち合か冶まい。

三線しい人伺

悲しし＼人間

面白い人間

薇聴な入園

お前はなんとややこしい吸だ。

生者の苦し蔓も知わす、

大人になる二才Yも知らない収ま。

陪計Y囁簡

化学と親猿撃

ドイ、ソ語セフランス逢

せ子大童と安吾
環山の海八巻穿っても

か許の婆むものは終られたんではない・

繁簡陸な八閉り言葉針

こ用」

ぎ／㌧　ノ

㌧

∴言∵∴ン十十㍗ナ
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ダ、ソフルの激しさ／

欝教養のおろかな軍容のうわ弓‖ま　く

スクラムの苦しさ

試験と新帝

こいつはなんとやっかいなカッ7りレビ

襲いシヨ′ルで

頭をづつんだ今声の賢女

木うな星で苫前の

有意しこ尺を掛ナた

熱っぽつい債一癖みたいに

左前の魔境卑嚢のZ帝三、萄間

それを知ってスマしてし＼た■亡ぼ

右前はなんといたずら坊主だ。

そって花いてノやりたい可変いい一奴なのlニ

曙櫨と小　7、、し〟モとか

らるついものを昇ってし＼るお前は

案外草希だ。

之っと糞ッスしてやりたし＼

乃＼わし＼し＼駅だったのに。

色合の阿呆を知り成し、て

打身の龍か髪膚ずるなんて

気逢いの富治措するな，

苔宕春ゼ　春浸、

馨しし＼冬の生み官した膏ぽ

岩館は今　昔しむ帝を褒しんでいるコ

お前という域はけったいな塀だ。

苦しい百合の心賓をよくよく走っているなんて

頭の壊にでも在った言葉功＼

知らない百合に葛髪をぬるように

如ちないせの享の東銀を浴びるようド

瀬戸と軍産で簸た六甲は

童を憂えていて士か㍉

どこのセ芋尊皇

どこの′ビジネスが一・ル
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どこのお一嬢さん　一

子庶■の様な苫前と

不雷譲そらに見てんし＼る。

西山公園も気山も

取急活実線もやがて

阿呆や添箆亀でうず、まる亘ろうに

お前の）C瓜何でうずま為のだろう。

どんより馨ったような

青空に官がさせば

ひばり札は江、、たちの博膏をするだろうに

焉動主席んで行く空を養ってし＼るのか。

お前榛白倉釦も食苛立つらサ出すク

ガールフレンドさえないだろうク

朗らかなお覇￥

うっとうしし＼宝前

石ころを蹴りとばして

52の晴れ竜笛膏「であればいいが．

モ．ン・丁キイ

こんな竜晋のどこ針笹力か

・．．∴∴り∴貰・∴

ガロンヌあ有ったブドウ

シャンパーニュのし＼ぞなにおし、

ボンジュー）し　お濠きん

メルシー・　コ離衰さん

マドモアゼルのタップq踏むような

こんな旋庫が

お蘭の心をどら働かすのど

／義満の今の産蕗はあまりに粧しすぎる

それにせんじて今の態友が最上か

あまり色合を二言らせないで

あきり自分をいじめなし＼そ

もう少しいたわっておやり

お前は色合の

意外に簿しいカに
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層雲の盲嘗めを感じてし、為。

お前は一体全体

・どれだけのカがあって

どれにいすのカしか／なし＼セ又ぎ

憲志の弱い写

し＼くじのなし＼習

いっ射線しそうな努　γ

お葡■‡芸あまり日食のし＼ゐ瘍町乞

通しすぎはせぬか．

お前の騒きなもの厚相だ

神の優しし＼郡華か

勉兎か　金ヵ＼せの孝男＼

お前は何でも欲しし＼ようだな

何んと欲ぼ㍉）の富商だろう

あまり杵島かもを希えず

あし＼つがお前を

呼んでし＼為啓でもみて

混食たてるんだ

早く藩ろよ　もう三略だ㌦

ノ＼回を　′ミ＼らふ一ぷ

こんも＝二天声で叫んでいるの！ニ

あんなにやきしかったあな丁二が

あなr二はもう知らん竣

凍りつくような静けさの車で

こんなに大事で呼んでしヽ為のに

たゞJじ1ニ焼きつし＼T之

及リ箆l）丸せず、Ⅰ二

もし＼顔

：1．・・ミニ

二人′どこtとは

：／、．こノ　…．J．
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♪戴マボ鯨によく新開するが剖ヒ驚関心なのi急協同牽各であろう．鍵今細入

辛がほぼ／∂∠虜で柁丸学のそれと虫べて簸てはるかに上回っているのに何故で

∵ろうガ㍉　暮らく．知らない刀＼ぬ言たどうでもいいからなし＼のどらちと頭う。し

かし，、このような偲各笥あ聴友につけ二品，教育すべき聾者金のいし＼かげん

な藩蘭に雷電があると整う．

息は寮監，－舅上の都合により戎寄帝を貴産したが硬膏になってから′′法

∴悌ク　について学が知っモ章ノまた威才の協弼鱒金が芝のよう）ニ敬い／てし＼為か

努る確りの事を寄書隠患頃の渚儀に知ってもらおろと寒う／。そして，〝を協／ケ

ン　とぼどんなものかノ我々の協詩紅あがと、んな収匿か合ってもらえればそれでノ

いも＼のぞ．たで何各不勉強で嘲量っている尊を奮くかもしれなし＼が′その語

意椅萄して頂きたし、■又雛琴軍協同僅如っノいてなめるし＼は頭寄金への攻

／嚢！＝なるかも亙らない功㍉避寒の菟黎七十分に馨きなかった糸車覇への攻蚤

として豆取って頂きたし、よ

〟生協クとは何か

／塗協ノ韓しくは満夢虫爵瀦同額ぬくを藷囁同額各′　消費生島協同粗金塵谷

各，塗薄儀同額金塵各金髪も言ろ）とは一口に篭ってイ辞各頃のを法を篠違

的に守為寒邑守戦′′そあるや　すなわち茎藩飴に霧かな裁マが我々の草であらゆる

／摩蟄罷妄執二二　っっそ／裁そのを藩を守ってし、こうとす為敏感そあるク　エの

竜庄消費生活嘲同軍各を（鰐如よき草ノ0円ノ冒施行）に為（、〟回読の白鷺蘭な

変藷協同鯉磯の敢隻を岡上　もって熱風を島の婁定と垣浩丈化の同上を鶉す

ゐセ）間託されてあるこの生協￥いうものの碁漆的躍食はせ蘇る萄英率で茨

のようなものそおるa

（り　敏霧及び罠敦にヰ立であ止る二七∴　　　　、

錠）忍金頃を教育するニY．

▲扇　額あの頃金は寄付色麻し蟹金員竃舞の淋し込みにより，これ竪澄森す

る二Y。

㈲）塩谷の潔或奴虫萄額、ノ液剤】二よらず一人一貫とすること∴

！全J、粗金東の肴かま・姫人lヱ硬変で肇ないこY。

了占）V　等乱あの利益恵購入前こね倒して飽食頃に糾農すことニ

メ

イ㌧　♪

＋周一

塩

、な滑軋

ナ＿亡∴．

汚さ／

■、・二・J、

／浅㌔こむや
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ヽ

了～≒の十簸露店市靡ゾによ虹，ンう象金やするこく＼Y．／

ノ　曙）

五
［コ

王台・：細工＼

．ミ・、∴＼

二襲う／L

Lかげん

．ら〝瞳：

し＼為カゝ

′を協〝

、、∴．・こ

その壁上

、♪、の攻、

の攻葛・

患塵各、

・、一・°1∴、．

・■　∴　′、

この

常・的な

－：二　一・一一ノ

頭で茨〈

旨南の犀覆なものを畢確な蜃司で売却するニ／と。

上れ込の帝紬ませ協議にも解凍博されて釦上　この誌礫に観温まれて再豪∵

パ覿噂大別すると本圃綺葡剣と豊宮上の凛雲畑二各けられてし、♪る。それわを託阻〈／〉諭

す為と罪のようになる。〈

A　本項勧鷲別

〔り　入棺留金の簡則

喧協は一定の碓域又は懲戒によも人と人との条令でなければならやし、′

；す駄わあノ重荷的覇琴たちの八的街谷で殊式金丸のような蘭本と項奉¢結句
く／／ではなし＼，

（勾　兼官二相銀の承鋸

生協は鮭各層の生舌の文化触蚤衛約枚書毎土を留る二とのみ逐日的セし

なければならずノ緩怠嘗のみ‖二乗大の奉仕をする／めが義務である。慮って楓

＼／碁笥以外の剰滑は第割として寮止ま肪ている。

J3）公職ノ隆の添削

塗協は鰭各項が後竃に和人し又艶盈することができるものでなければな

ご／妙手，従って生協は弘各項の数を削碩そきないし，加入を蔑んだリ，加入た

簡し象別放し、をすることができないク　好漁′　哲塘輩谷セか村落粗各のように

詔入生魚別することはできない。†三だ浪漫の蹄は一定の予告覇同をおかぬぼ

／ならなし＼。

＼／（4）一人一票主義の項創

生同日二乗＼て軋　甑各薫の哉家慶庚が盤拳鹿は虫萄口数の多少にかかわら

ず）平幕でなけ和ぎならなし、。ニ肌は新造逢瀬の威武金紋に於奄一廉一票の

愛執主義ヒ湊る最大の魚であるク

（封　利益高戦塵しの頑則い

せ協がその剰秦金を郭鼓すと否は′亀谷頃あ別珂盲におじて部家主なけ

／ねばならない．これは営利法人の刹恕敬うとその臆牒虻賽にしノ　室蘭が首席

∴音義又は曳正博格言義をとる醇賓曽気生ずゐ量のである。Lカ＼しき庄各顎の利

濁愚を暗夜に兜めない場合東脅し＼のでノ　例外的に永賓喪に対すゐ割戻し水軍

／攣れてし、あ。その湯各執及し章は隼欄登二えてほなら射＼ことになって
し＼奄っ

JB　監督上の葡則

rり　政論紆中立の膏則

牒紹律湧け牒中電の承紬芸，づ贋魔の敢東に腐しそのたれ　を儀本案＼の召√

－ほ－
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＼

酪隆行や唾尊与れるような〟ことがあっァほなら、なし＼のでJを協の暮春的ぼ愈ジ
ともなっている．

緩卜濠大挙杜の頭別

邸各罰に料する単産は、鼓協聾者の斎寓頭金であリ．剰余金を割東しノ

荊轟を史観何部に止めないところに首都会食の専業墨客Yの周賽がある。

rラ）／叡育藩聾の原則

教育尊魯軋生協寵左沢末の伝貌そある，生協は粗金竜虎が囲金線替覇

に生協の擢裾を知らせノ　益々吐協l三遷秦にさせ和ぎなら射＼。珪■協優勢の費

了・・、；・、、．・一、．胃　．・、こ∴・二・‥●l■・・．一・・・‥∴日．’・●．－∴・・．・●－　い、一、－’

は，生協寄音の一つとして数善事儀を風気するぽかりで・なく，この事鴬のた

めに新森金から一見の複鮮昼をするようを協に義務ずけてし＼る。

細はか雪い以上のような静別の上にそれぞれの寄席に靂じた藷観象村

ならのであるro歳々の鱒同線各につし、，て睦べる狩害うが′ま離日ニ発て瞥協で▲

なト圃歴琴琴協同餌食七つ骨ても以上の簡別は，あてはまるべきである。

“法敵に罷た生協ク

／瞳協が法線によって寵酬それていることは．今蛙べた蔵跡目ニよってみると

海カがノその去東涯鷹、は．虫敏速ヒ塞く痔・削盗人であるク生協は鐙各黄の痘

藷の文化的墨清簡歌書向上を寓もエビを竃鯛と写る達人であるからノ　女化的

基密約暫藤であゐが螢各項から与えられた私の官的めために存在する義人で

あって，公議人ではなし＼が永法人に嵐するものである．またノ　唾覇勘　終各

項密会▼駅濱島磯喝である紅間送人であー）．一定の冒的に集めめれだ射蜃孝塞

巌とする財団法人やはなし、。を誘‖よ，楚各軍の生活の文化紛萎帝的改善向上

を観ることによっこ酵素飴に公共の雇う虹に豪献することにはなるが′患塵㌍

額温和二は公益となるべき零常を司飴Yしていないから．公益始應鷹を有す

るものと害うことは塩魚為がノ蔑複の社団家人の短さ公溢法人ではなし＼。と

寄うて，切諭告利法人ではない。生協は剰余冬の劉衆しき本木の官的として

専常夏行うものではないからである。斎漆金の剖度しは，虫賓金に対する別

電あるいは∴取吸い物冨り貴人高におじて割戻す櫨項を有するどすきない¢

である．塗協はゞ粗金萌の骨格の定め万によって′　死滅による粗金セノ蕗威

たよる絶息の二つに乳射されてし＼為がノ大琴の生協様舞威館谷￥して考えら

れぞいる。

くせ闇の事菜轟憩ケ

婁協墓によると、生協の畜貴家軍は次勿轟になる。

rD　鱒患葛の虫籍ヒ盛啓は脂質k購入し∴これに加工LJもしくは加工〉しな

一博－
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）一法八で
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患j客に

冒包有す〈

こし＼。と

7、としこ

「する′利

こなし＼り

ノ港盛

者えら

工しな

パ∵1、バ　いドア∵て‥…づ∵
〈，〈♪∫l

ノく／　　　　　　　　lノ

＼11

／く

了い：冬了又生産して線急襲に併絡する著嘗／（併各署骨）。

二本　合金　のま薦日で有岡な協同蒐敦をなし∴肇各葛に新開羊せる挙計り（（動
同車貰）

ジ毎　払金選の生活の孜竜及び、文化の向上を圏も事貰フ（空清文雄争嘗）

∴鋤　線各頃の蜜竜の来者を回る背嚢、（釆帝事嘗）

勘　隠各項及び吉良金、綻菓顎の終各章嘗‡二階する知識の置はな闇る奪貰。（敏

を÷／官尊貰）

これらの事寮の墨管主榛として，生協が葛のられてし＼るのであって．琶貰

の辞可′　免許なぜ縛の家々によって芝の草葉にっ乏黍覇までしている最良軋

塗れぞ叫の許可，免許など、を得なければ行なえなし＼ニYは吉うまでもない。

ff）の侠絵筆索は食草．竜恵から回書など㌢／峡廃す奄軍離、提）勿到軍事貴は．

橡のて玄義に静親これており、土鞄とか適期≠　忽癌の顆的施敦の刹岡をほじ

衿、〈　硬驚，真義，病魔，掻育軒′囁象などの入射及び廟的施乱の別項からl

乱数膚；及街葵の八両施設の到確言でも食めていおく，（幻（∫力まノ各産琴習合，

／零積金ノ耽面会，図書室の刹岡，澱簡約か密行が挙げられる。槻¢喪寮孝菜

は．日常痘藷に掛る侶鶉的事攻に塵う蚤希的苛零ピ屑互に宛牽う（晃寄金纏、

オなどで）蕃貫であってノ　豪弘では，各慮掻境と同じような形驚きとるもの

も中る。この事儀につし、てはJ墓碑的にも′　政患約に島速力＼一LL＼親歯がある

ボナ　蚤は加入者成風d同像にあるのでノ　この忠㌢雪空は覆い㌣療別七九ら軋

／そし＼る。

」以上，女協竜を愈頭に′′女髄〝色艶喝して素た／つもりであ▲為がノ命って贋

∴けたであろうか。塗協にノつ　てて　定一款，徽牒虻はじれ　終息顎の暴利．義務

／／なども寵喝すべきであるがノ　これら勘　派の戚射二裁やの協同醒各にづし）て

／葛′く隠　田醇に嘗誉たいと蔑う。協同観各自ま，牟鹿魯寒声も▲のかあるが㌧

金乙，塗囁Y同じものどをえてきしつかえなし＼ヒ惑う。

／最後になったがノ親友ノ　大草生物に於か水温蒐熱雷を電車笥軍にてる蚤勧

：∴鱒温んになってお県　また間藤1ニー′大智をクと司ビように′天草を騒客′学

∴蛍滑尊とか㌧中心企儀を朝日ナ塾為とかそ，司豪凛カでもって，蕗射甲えっけ

／∴ようこする動き瀬ない事もなし＼のであるや（冬了′再びj′ヒ署いたが′これは

／謬如峰に二度，政布がこの＼よう、な膏回生蒸したホ′各大等聖断一藤に京大

－◎反対で消えた脅実がある刀＼ら骨張ノ　二の蹄につし＼ては′手元に灸洩鳥温

く　等しく家綱そそなし、。）裁その協司等見合の愛育の関にも′、＼協同等旦為を

了東蓉本部の蚤葛にしろりとし＼う意見をもつ人為ある。裁やぼ．就学の缶切で

ノ主意かな芋虫宣績め為に′′生協覆勧′ノを賓解しなけ裾でならなし、、
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サラリー

市′対　㌢
亘ビピー⊥〉あああ～／・7浄単かノ管用のなし＼ブザー机もうめと之へ吉倉ク

「’首府きん．、もう沓忠敬しきしたよ。お革巻きこことおし＼と／きま了か／ら了は

∴わ？湧皮目㌦〔おっとし＼け抱え．覇醇だ、彦浄机　こいつ昼大変だ㌦ええし＼今

引去スポー＼ソシャリでいいっ　これだとネクタイなしですむかめを。上着恵三

ぞ象一一・一顧なんか渡のなし＼で且ひし＼や1どっちみち，ウ子の工場法骨の与が少

五い．寮ズシ亀濾し、て，最新とサイブノ　それからノ＼ンコノ今狛吉給卑官だっれ

ええ￥島う忘れもんはないかいな鱒カギ撃かけてっYn骨当をデうク鵬メレカ

ベンに放りこんそ′確報虻かサおりる〆右足一骨がきだ薄い。ノ鋸ニス茸－へ∴

く行うてネソでしたあと課きだよく卑し＼ノんだ。またどうして二の温惑石こ．ろばノ

かけ包んだろう．牽けやし竃い。もうき蕗富合か．あと用命しかない凄∴市

＼竜ではもう掛二あわん了鎧、ろいタフシーJえー′いっちましやがった・頗ナシり

六一′膏ナンノヾ－でもいい【「おろし、」三台馴二やっとダフシーが／ひろえた∴

「どこきで行きますJr栗虜だ。ぼやく蕨むせ．蛍のラジオはちょろど「サザ

エヱん亮やってし＼る。東署素裸郡毎／革賢いぅ烹丁二亀がつきって野が為な。「

線路毎上を患ってくれ」あと弓谷か，あ、竜等町の恵倍号。ヤノつと勧き虫LJ

ノ仁も許のダソアポじゃまだなあゥノあとf谷だ了そこのえ番官の門の前で、とめ　∵

てくれここを二一そこノ　そこでし＼い㌧　いくらで　⊥「98間ですJ／ββ円窓レた．甘

ノ　固覇唐をもらったのとノサバレシの鳴るめと官給だった．警観のガマ吏さん

恵′ケサの最彼の計数海の忠敬を迎えたがノ　こちらは｝回数にびっこ巻ひ′き

ひきタイ∠、レコーダー八。ええとノど、の密料が＼まだ和こあうかな、あった

〉おったろダイムカー頼れこんで　しいヾ一宮おしそがチャン、ええと／ク三時

㌦言合かク閲にあった。歩藍で吏海の区別月くノエ虜の敷地の車を養いで歩

と♪春巻勘取壊に針路仕分雪でに着いてし＼ない七二いけないらしい．阿ぬか

ノン／Lや豪る■大麻節電音に勤務時喝を敷けて，をれi二線わセ寧ろというの水気

常雄ん。でも広工虜の車浩からJ他の鑑虜の連中とペ「スをあわせにや、♪

克めんしゾなあ勺　ろ為せえことだよ金く。　やつセラすぎたなし＼藩最に〈ノつし、

／んた。／／どうだいゝニめ等めかしし＼ハイキ封書。、こんな豆ころで評定駅できノ

さ∴為かいくウイ′しかしここからP卜JC竜顔喧れたんだからゾなれえ略へついてと。：

メドア一連弓甲レ守∴㌧し＼つもの￥おり顔魔でアナゐあいた作業スボンセ音あわセ〉、

†　♪

し′　　　　　　　　　　ノミ

ヽ　イ

（＼　　＼勺　）

㍉　∴∴い．∴∵ぐ

／＝ノ　ノ　ブ

一博－



鱒二て姐本紀凌卿雷電のなず）ィゝ忍者各。厚に車又ゲイを′iてら／封でてと＼。（り

晃

ヘ王命，

勺＼ら⊥「彊∴

ろ久し＼争／

∴．、二・、

ノ）与が少

如ばれ
7－ル’ガ

ス茸－へ／
ヾヽ

石ころは

♪恋∴市

．廊ナン

♪ろえ持。

ごノ「すず

ド為な。「

・り　二ヽ二　一・

トトこ：●∵：

ノた。／O

rブきん

－一驚むべぎ

あった

、′．草－

きいで峯

村ぬか

．．．r二、－さ，

〕法にJや

とにつしヽ

∴．・＼∴ヽ

こいて〝と。

工、ジゝミ・

）ン　V

モノ了　V、ヾ

うすかカは簾だ甘）机たっし津㍉喜好か京打順庵腐府か石膏沌言で料∴守

衰エオし貯ニ（う呼べるの縁戚ソ人っ私と轟嚢に入った怒革だゥやゥと余年か、＼

毎づい丁二横のノ納車。おとなしし＼ヤづでノ　ミちらからいち、たことは頂くや、つて

／／ぐれる。何でも河東の高冬の車で隠．／蚤髄液がいL＼らしいが。頑砲艦のな＼

トか症ちとおしし＼ゥ「み日中に甘為を虫してな，誉れからナ木ロン魔女感興　′〈＼

してノ　愚息できる線に晩取りを等級んでくれ．え“￥それかめ′　このポ’リマへTJ

／め灸／致引し＼てくれβめかあんこYがあったぬ何でも話してこし、なゥユニ鱒が・十

薄の那如潤十酢h TL軋闇猟の金森の文献を常べに摘へノ甘Lもチ

与遠くナイロン星になってきたワイク牒いなあ。P卜C必α　融〈わ㌧た‥

／まったもんじゃなし、や㌧「引去ようござしヽます。」「おはよう．回書／＼くゐ羊∴

粁っっと骨の享の顔がめについ七，CAを取りに容顔へ5こいっ榛蜜い巨あ了／

・二・一・一　一・・∴∴∴　二・、・、：‾、・・・二・一・　一　二二

く、ごくのにも腐れてきたがノ凍寒の亀まえのすけカ＼転をしているからなあ，でも

亘んだなあ¢このごろ店ノ加速恵軌二CAが・かえてくるなあクあと全軍もす

乳ぽこの蟄寮も二麻になかぜ。なんせ′　この偉宥CAの教をノミ、やすような陸

導をしているからなあ。？舜項になるY，ついたてでしきられている咳の患∴

／孝堅くコーナーといた芽がいいかな）で′親睦会のハイ考ンデの諌葛巻健め

：／こぞがった。「る飯ぞ－‥一‥ノ　野間は・…－ノ　ここでを飯にして一一一…ノ　バスは－‥‾）ノ

ニ草木なことは給え，おれの怠らん藤にやってくれよ。免状ちあじや繭えか，．

二／いざらくすると，電駕だ。「ハイハイ了ナイロン癌がろ室く席数で、きません

／／が。」「塩入な二とはないはすだが。」r水産融な和五ても均一にきざらないん

ですユ「じゃ衝くよ、」乗法ノニ乱ではいけないんだが節電患声．お菜るだけ

庵分で賓於するように七日ニやし＼かんからな。や射榛机、ってよかったふな

みせ，異物を叙ないとなあ。印象が宛ら臓えや。「ああ市村雷」主任研究零

が／呼んだ。「この報告書に勘　きだ間葦のある碓抒打が卑し＼ボー忘指示したY

セムを巻きな′おしてくれんかぬ。」みるY嘗っ泰′｝行おきに施センにか示

∴く温色文字の．まさしく行闇に恵三ンピ、ソで托帳面に書きかえたlレ消したカ

沼㍉あや。ムカ、ソ、しかしノニ町こも慣れた、東でなお三れない魔になれば∴

二＼展観まれたわ㍉　よっぽど屠秀かど巧らかどとろだ。イこれはおし＼といてY勺

鼓た喝をえ。そらだ1その薗ヒ瞥低に電藷しよ、う。痛撃の教師に命ゼわれた

奴，ニ¢：歎各巻は一体柄茸儀でヤ為のだろろ。ええセ「　3－√うーえ弓、’－

て」こ⊥Lええい諺し車ダ㍉「今池に音衆キ＼ソすが予でたわよJてなこと乳夢心

ふんC、く・トミーいい～∴

／㌔

√／

／†19で／

＼ノ＼へでヽン

√／‥㌧一存日日〆て十二、
∧lノ　ダ

ニー言狛正長本章隼
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；ろして二とノもなく午前は終？た〃寮の右ヾチャン膵藩のイカのクツを食

いながら∴当笛の男¢子のだしそくれとお茶へ「ありがとう⊥とい／つてノ飲む，

静喝を読んだ。春キヨ万之占♂0両の噴上げ、賽お力㌔そろいえば鼠覿罫線とゾ

摺なる左。でもゼ二は争ければ卑し＼ほでし、いけどよ？それより疎略呵まい＼

なっ寄7日の隼沐1それパ二会誌協恵休日が川田，これも年末等鳩の某日、固

尻の兼官｝＼工場盗愈官ノメーデー空合のてヒ素やが為から画角くねえじゃぬく

えや＼，素意∫大領は′増光も国民の永別言凍みで′それ否は亀嵩にならんか

らとし＼つて官民の永別よ鶴休みっと子らがブレンチは－名言置満でも′序啓

渚台風でやられたところでノ芳3音各藩のぐ魔力＼あすぐ藩の黒丸る魚苗星の

南の端。宣沌冥っゐ工場地竃のごまん車。宜し引二は休日は少なくていいら

しいク　ぼか々わう。スミーで更もおれないじやないか。天気がいし†ク　を土で、

ベレーぎーjLを栗しんでし＼るらしし＼ボノすLは温水ダメビ匂＼ちな，嵐貰尊卑、

のナナメ討かいノアンモニアの境車を項目でにわんそノ　岬忘冊にねころれ淫。

まかしい。最近寝不足で大喝畢まともに丸め虹はし、。そう産窺車で－経もせ

ず㌦章魚Rから捲平までお糎列車に馨ったY至と同じ。うーんクし、い気」等・。ノ

ポーン、一夏ヒ覇符霧が落ちてきたかな。なんだベレーガールがタ　これじゃ上

向いて渡られやしないdおう兼虞，鬼塗に夢び壕を£与え下きい．その良工

ヒ叉はよしかったなあ一間回の悠各ブランドみたいだったな。おイすり乏んの

すぐうらが廠泉′その先に宙砂が進やYつゞく。おどやかな顧中内。ノト型の

醇蘭牒」堅クし＼し＼なぁ。工頑の寓夜の部虫ロが患えなけ拙どなおいし＼が∴

「宙廉，あと言合で年後の壮挙がこはじまります一一一・・」命・つたよ′　合ったよ。

よっこらしょ￥。

守備もずっY覇者館で贋文字読み，雇宅蒐生が言って吾は。「日本語ゼヒ

選って艶みなユい。ユ最近′　ロシア語の丈商議で考くなってきた、試みにえっち

らおっちら文法勉偲してし＼杏が㌦だめだあ，ドイ、ソ鳶もおぼっかないくせに．

おっとっと。そこがすレと箕　の宥えオからがうところだ。匂本驚なん　き

初めて要項なーんだよゥ　ロシア語．常軌ドイッ護Jフランス語′そ働邑もろ

もろ〉の文頑固の言常は喀古書なんだ〃ましてヨ一口、ソノヾ語が八軒二Yって母

固語で‾召奉莞店外頭蓋だゼ。落い軋ロシア語でも一語一語字引で引し＼てみ

ると′　専門語はそうかわらんd発音まえ釦ま、’えれぼ、ノ英吾，ド／仁サ浩之やウ

メた当、ソならそうむつかしくないな。とく仁義ペグラフゼけなら′　命も量んだ．

「もしもし雫膏金蔵のテニス部のもので了が、一一一一／・」「素政審義金にのみ盲寸言＼

「藤読会の曽香住今軍書やった甥＼勘「今日膚。に頂のiられて囁琴公麗ヒ管

かんか了Aの繚慣ぜ牒号牒ノ用だってきァ　アしぜント隼べ、ソトナーYノ隠閻

／－20－



■．●　一二●．す

って′軟／む：

．ミ●．．∴・：二二・

がほしし＼

＿ニ　　‥・：

えじノや沿

ならんか

も，暦嘗

亀盲星の、／

てし＼いb

．壁土で’

覿青倉車、

ころれ浸。

・・：⊥　　　‥

）＼気蕗。

れじゃ上∵

その良工

リきんの

。ノト型め

′＼が∴

プたま。

さ二．－　■

＝えっら

′＼くせに′

妄んてき

り他もろ

与って尊

lいてみ

空をやつ

H．．∴、

まま寸．J＼

蘭か斤・

り牒憫

ウノ～
／　／　　　　′　｝～√㌧もで登や

／／患ての寓かう／だし＼⊥「帝縛三ん。糸が鉦†まレた串　高谷享誓会に衷たい牟

／鱒㌧JT蕗閲の関のこれだけ電竜虎かかってきた■とにかくサラ、リーマン正教／く

ヰ√でさんよdまか二各人麓を暴露して勒萌してもんだ。風塵を簡すよ。∴牛

久って河丸かも晃せび、めかしておいた寺がノ　Yl二刀＼く多くのヤ＼ソとつきあづ

メてと牙が何かと斎蛤がし＼し＼。

すうリ岬マ㌣てのはねえ。亀谷の参体が資本なのどからまあ′窓捜しあやィ

いかれ。磯著して慮く、べべゾもいる一丁受療偲洩窮河　のつも　でや和ぎ何ぞもな

し＼き⊥彼には青春があるのでごろうか．豪虹はその点うまくなったな。皮膚ヰ∵

に紆為が／音あぐ曝半までにはタイムカードを押すよ。そろそろ入致して車

掌ぐらい息　よく押し忘れて摩った牢。頭の右傾を右手か中毒と薬指で示き、

ながら了あのう｝　売宙でブリ｝フき買ってたあ忘れました⊥　つて，ああ初，

草生時拭がなィつで＼しし、，勧香車にl三番ができんからな。それだけじゃなし＼d

琴伝ってのはJ　ほんとうに白磁ぼ。セ＜に山スタ申してのはな。何でもで誉

る三。廿の享・のう▲持ってし＼奄仁シートの下にもぐりこんで、ブラスカ著ら虻を

／しな。

景波方えてるんだゥ取壊のマンネリズムなぜろしたら打ちこわすことがで

㍉さるかか　す仕事が面白貢ぐ∈面白くそたまらん腰にす左目二はどうした■ちょいか㍉

‥／蚤するにノ戴マほどっわに転んで4会社を高札てはせきこいけなし、。会社が

く／智命の一室を■つくってしまう。乞うすれば百感とサラリーマン叔艦になっち

やら。ガレは研究者のつもりだが㌧他人によそよそしくし′　上司1二害われる

遜りにLJ　部下を思し＼のままに敵う。ころしていればノ　ことも射γに寮長に

恵ではなれる。欠格の人はノ　はし＼それまでま。こ土で衛えたっやはリブ杜最に

まではならぬぼ。し＼冷′　感硬璽こ．し＼郎世界連邦の婆妄七．ころいろスケール

ヵ大委し＼人になあにはノ　とにかくr徳頂象環ユキ「世界の正史⊥をミ菰むの為

も、いが′何んでもやってやるYL、う清瀬だな。くし甥＼もJできるだけ八とも示

■咋ことをpそして同じことを。そして畠如知もこY。し、つも包みをあら

／さ／くゆる向変からみてし＼奄別の白ふくニ町ま一定不友）をつくって∴おし＼てノ　こ¢

漆では寸　どろ久（カニ抑ノ　をとっためよいか髪もろ一・方の官命に海国する，こ

く／／感餐曙。貫に大吉刀々オLは畢門麓だといわれる。富者、苧有、拝顔最，みな

∴翠円窓ゼY怒ってし＼た∴　しかしその中の、「えらし＼コん〈ユにあってし＼つも患う．

、ジく字／愈大串オレとちっ￥も奄らなし＼∴裏に平凡な入間ばかりだなり帯津ように

磯鴻∴蒔把ように感じてし、る。「チボー象の人々」に虫てく勾一轟の人間像

宰凄く試せて、ソぼ町桐㍉ア京の一つお蔭笠っな射言ど名前庄磯世に残る〈9

⑧成鳥レい琴謡の丸ネ甘，死んでから用針質ほがして奄牢にな県　よ如卑し

ー2ト
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守隼や〉ノその癖諭が疲た軍？∴いか／しその人凱存命中射せ歯かち登め締モノ

∴射”十烏合も祖観だったYろう＼。’我や涛留ノ料が免んでから′／叩孝1空っと殊に

了をきてし＼る人のたのすぼらい＼底意を衆しても何にもならなし、。－と宣かぐ喧

／′孝孝心腎誓しノ▲弱めの醇武の人々甘とのに磨くことこそ′本巻の人間あ鼓ゝ

ご∴空音なのじゃないかなつ～￥もするとせクシヨナUでムヒ険リボちな研冤潜∴

tかしこでし析らは一人で酎野党ができない。署好日急ど老態は多康成しそし＼るク

亀谷恕／王らけ出し，多くの人と語り各し、．布教をともたする。こういう人甘

♪けが㌦／賓溶き義光あ′素意主審東金を関わずノこの瞥乳で産功し啓るスさあ

′二・・つ．．

♪　竃亀に罵られてぐ各で贅へゥガラリーナバレンチを私呑ヤツ，宕卜りの毛

モ々東芝しゃぶるマヅ，藩に輿ずるやヅ。これ戒目上ブェ一一ムスデ㍉－（ンが森

高丁稚重な空反乱の車で傲んだようなかリコウ机て単軌を飲叔干してしこ

るヤツ0車に灯すぐべ＼ソドにやぐ。こむヤツもいるも「／山と賓谷」から詔リ

ノ′ぬし、Z産にはった冬の凝帰乃ヾ雄大だ。罷大女も冥々と驚免きれてし＼く。宮木

へいつつ　影，兆野面畠はもう見つかったかい＝

註：磐奇　襲牽レ′ヨン及衛蹄究部名古畳節気魯勤務ぐ37資産皐常せ）

言藩嘉‾叫「「
！

4鹿南かりゾ凝」

／来普

／、｝回生の教書は二の大学に入って絢えケ　色々々な　嶺嶺　密凱＼て′♪ニ裾まな

噂摘し＼とか㌧大学の竜轟なんてつまらんもんだな絹っ別してし＼奄てこ

あろう。ニ官女杜！ニなると色々なやつがでZきて，くそまじめにかかさず恕

薄するのでノ　かばってぽっかりで準義に虫てこないのができてくる。慮く普：〃

亘のヤ示ま喪神きぼってし＼奇のゼろ。。同左を　もも　るる　実実験　時鯛がふ

W　卑′務東に虫ずに貢藤をやってい勾のもいようし，芝ちん／きちんと箕面百草

出席するのむおろうか濱簸こし翠m良問で喪毅富で顔なくじ宜のえ法が琴義／して

〉く乱よう，牽女、敦嘩豆も客それぞれ幕藩という竜のl二ついて色々な労え㌢

∴も？／てし＼ゐだろう。横幕密着というものにっいてノ　知減そのものを蟄乳iニ凝∴

ノ爪革よ。よむしろ，′孝のき？糾す邑っ′くつセリノ乳拍餓え液奴する音速を

産んだリ，軌まそや替間の鱒水引勘＼たり写率ものと潜っている。それでと

Jめ億薮といちもあ撃つし＼て色ざ気舟いたことを書いてみよう／ヒ寒っ／たが．ジ轡

れ22－
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1回生　定　圧仁美〉樹〉子

一菅よく選定㌦一番よく叔んだ受験の／牢固っ現在の包み意見っめると

ある友達ヒ少々藤翰しなければなら汲ような気力ですむ。ノト川さんとし＼ろ正一

♪インュなせノ匠がその人である。十一の魔潜の篭の上にも′　いつのまにか應及／

主峰軍令えるようになったのは言草の一客期末一一一一‥ゥ

「瑠さん行ってきます」「賽樹アリナキンのんだがけ」、これが＼直撃螢歳時

の息￥葛の各署だった。ア宵／3胃の倉醇えぐ谷，顛末浄奄終了眉、龍の車は

下敷′筆亀jそれと壷水着ク亀も壕面も－両夜攻の寓でうまつた公蘭のそぼ

を蓮Ij，郭象吸を撃lh　哀痛を放けて画塵に出る，田寺人音から名流レヒ尊

堂の行列鱒、号妓衝の門々で少しずつ増収されるっ私の琴皮は3番目の門。太

きし、もみバ㍉ヒマラマ影の下を温り致蔓に入るぅ武教と首立のテストを農けて

耳栓筑後から貰休みの産竜，失政二は車し訳けなし＼が私の把は寺号に閏鱒し

の秒疾にとんそし、た，そこは．私の安物クラブ、、時代，素）KのPHで萄劇物∂寒

冷、適確の栗東に狩生をれたなじみの場所。いやな尊がある夜にそこに行っ／

て一八そ散歩したのである，でもこの頂から被せも同庫でよく凋戦争をLに

行くよう】てなってし、／たゥ隠宅の最こ、藷も終っ宣薗下に虫るっ　ノ乳の寺に胃を

やる￥′ト川さんが立ってしヽ呑。事でよか。1㌢れ．′　の各国。　葡与ヒの藤牧から下に

限りて正面玄覇そ合い、すぐ尊慮の前の中里駅から為率に巧る。テストの鷺

谷やせをしてし＼る間に雨晴Lにつし＼七。すぐ素足になi〕砂鉄の上をゆつ＿くり∴

疾農へ行く。砂の感触と魚い日放りが庫の車にしみてくる。静かな嵐豪意

、は蔓と洛躍1こくい縁ど瀬如しこし＼たら左右に友がる立山庭草と亀登半島が蟄

㌢　んだ轟周に影をおとしてし＼たク　軍書しいテストの後なので何とも言え協範戚＿

雲ク／時属認各泳いで疲れた体を蔵王レて葛に入っ七。‾埴骨は竜芭女覆しす

ぎる。私は白鳳を筒軋二致してしまう，何事に耳しても硬酎ま息に徹底由に

北挙げるいこの蕗もある苛に蘭してかなり櫓ぼ甘簸く発覚窒素壊した。鰐忌

私の費え音も常軌℃＿のすみ言二置く漣啓を謎め急が′現実約には戚努の希え零

で畢ま和ぎ、こちらの更けであるという箪漁が左たや泉に生命力の窺い八だと

潜った。已して賭せと夜盤に／もっ事で心史冬もこな奄ような牒むがした。碑軒の

把に斗呼射、八が∵三人し＼ア′／頼子よく汲んだ8回亘理殊象え右私立遅番
－24・】
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黎／ん私耳文科衷轟望ノ人＼の友人亘ああ∴伸し蔵王んは産額寮歌、糸虻

∴本薮等んは粛二軌こひつぼむ〈乳ている芽だった。蛍嵐に一番近い息の′豪∴ぞ十

、く女人寮息づ、受験勉強を各軍として謄叛に入る∴テニケんを恕んや東嶺の琴′

／書聖韓亨に、雷／虻のダンピングから政毒添，人生翁にまで託を威かせた。／覇′／

静間話し合っても金款しない藤軋　岬恕旦机で軋め蔑見として認め合う

椙ノ性をなくすよう註貰協喧なかったゥ　だから／虹縫・が逢っていてもニ

が
／塵になん

及くやィってゆけ為のだろうと湿っている㌧

夏休みの鱒単軌　蔓すがに正人とも少々気髪小さくし㌣∴窮∫浄贋から啓展

の車友にノ乱髪鼓して．窮田老受けな切ヾ、ら′　廉の芙しいたくうんの太といらし

ょに新鮮な空電′壷唆し＼ながら葱膚よく勉鼓した．中米の噴火がしだし、i二細か

に輝きはじめる哀しさは原別だった々でだしはまかったのだが初治ヴ締郵こ

はもうアウト。室肌でも緯篠乾季があ群った．ふ人手にありがちなくだらな

心ぬ鮭富豪びた私室こ≠髪焼いて小だ啓も′急に囁檻奉摸した風に少マネ啓な

がらもノ炭塵と藍が膏庄丸し＼に恕妙ていたらしやった。

／鋸いやあを官，小河コんが零し＼表音希ってきて，ス賽皮は東都工敦夫の憲菅

か轟寮にすると青いだして、デ、ソサンに慈し、虫した。初めて喝く名竃の大孝

だった。でも東都に二線のあ二が恥を児いていた息恵賢慮な底吏iて釆味蟹覚

えたβ私は化学が好さばったりでそれ家康んで哲に青々とt　百谷で判断－しな⊇

し＼とちった。主任徴．頃に蒸すと、変な顔して首をかたげ呑。言だ高層高度か

らiま7人も蚤け入札ていなし＼Llむつかしさの窺雷も仝々わからイなし＼Yの学

，楷l二え寮蔵で私の卑む軒もなし＼ので　奇に　卵液がろ刀＼れぼ東都へ受験に／

行ってもし、いとし＼う蘇峰‾を許可を鎗鳶。ところが友人とも之琴轟牧草訊ら濁

せ¢同題で圏を南砂て，大雪で気象にま↓＼って，榊はんはYろとろ／新鹿

′は女終幕にし′　ヱ顛歳も雷大の賽尊号こ変更や私法で靡産は下げたが言質泉索に

レス賽‖まそのままヒPて蓋し＼モクえ人ともどらにか／顛誉パスしたのそ′

永妓女きし＼夢を慮ってこの大草に安療阜禾た手だがげっそりした．木が少な

し＼めだdJ牽夜というより河か試験軒叔たい敬蕗じ／。でも京都芝のもめに隠食

くほれてしまつ縁。乏し㍗艶鼠に及んでし、毎。遼学しはじめてし＼つのまにか

この大学庶好きになった0菟翳した高度．時代にたして　王の邑lないのは．、

やか」下酒生者に漫預れて社名鹿の目がうすらし、で好く工に、徹客鮒に鱒挙

甘浄して意見をつつこれでいける親夜がいなし＼という事．

葛大の喪章を失敗した小用壬んからは，東泉素におさまった賭せ日朝と深く

彼膚し，夜食している泰．・ヌ私に衷するするどい急告、軍本甘言ヒ入った森

ィ多量んからは糸しいダンスパーティの藷や葛塵鶉，艦の衷入監からも匂竃刹

ー25－

〟
為
か
魚
＼
‖
ぢ
外
ぐ

き
い
軋
い
“
…
い
い
賢
い
ド



J　き、

∴痴竿こし定着終黙せくさん寮て．＼蕗の畢藍をピリサゾ夏絆きレ離豆本束凍寒

＼／二β疹っセ馬渡時代より奄寮した太菅生治♪包温も為に最き反せ、あゐ中村／きん養／

之亘かしきぐりたい気埠だ。そしてこの号凍妻鰐介してく肪　級登1∴嘩クモ

∵感謝・か笥希を滴ってL＼あ，

／華よりも廉い醸す、冒常ですなしてばかりい為からここでほめて霊草ざす。ノン

社会人二年生れて
荒瀬毒矢
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学尊皇由てまる／草，やつと会社打空気にも慣れ、おぼろげながらで渾あ

るがこれから¢烏有のペ一束とLlさもの立花みかけて煮た埠である。娘に傲Y

笹・耳に堵くるの鱒全て新しく感じられ、めまぐるしく過ぎてしまったこの／

二等老凝り返って見て、自分萄身がそれらを整窄する零時でも、員つ何ら／かJ

の形で少しでも夜賓や皆様に考えていただける孝が汚れ庸一ヒ以下ク拙文を老ノで

守る究牙です。

入琵礫」ナ指画∴本社で学卒者を象¢集合黎萌せ受けたやら，六七番工惨

に配轟こジ工場に配属されてねらも約5ナ酎司実笥ヒして島野裸をまわり，現

像の夜貰象ヒ矢に安畝をピーやらされ奈しかった畔　肉体的には疲労も晃年た

おのだったク　実習中は一顧作家象（工員〕産みに磯わすし　儀分力仕事も力、

夜勤などで淫、疲らヒY談もした等がめったク牽初はノヾ刀らしく港ウた∴い

くら究習￥はいえ学卒者にこ¢ようなっまらぬ作寒色工具達ピー肇にやらせ／

る巧かと。　釆隊萄ノなどセラことはなく、jD滋の乳剤中人づた憂いステンレス

トカニ堂塔群萱に、し－〈っも珍したり、機械のゴーゴーまわる傍で機械か

♪∫あ乙合成楓に動いているとき慮、藤糾すてポカンヒ髄のていればよかつた／βで∴

、もこれらのことは壊して無、殊ではなかったこヒボその後研究部に離萄′きれ′そ∴

からメぞっと判ったり　毎分連で．毎分遣の亨で矢原に現像卯宰常夏でつたとし仁

′≒′ィ㌧ノ　　　ラニヒは磯場に吋する最も／芋づとり早い理解のイ土方であった。現像、砂状寛之

知らす－して研究はあり得ない。研究部でいくら設いもの之極っても噂蕗で教J＼

連出釆なしにとは何の価値もないのそ診る．つまり喝像の二才老常に針㌢㌢

が≒新二敏感なり諌畏怒な▼リ受研究社よといちことであ、つた。

或々学卒者は会社ヒUrら金策のヰ1こあクてば滞ノに僚選／さ拘る≒ぅ　牢に太／学憂／ィ
／〔ィ、

毎蕉JでしたkJLl与たしけで

ノ　　ヘ　′
㌧

平年∵雇い牢∴学卒という学r／¢奮い鱒しか人々痢軒
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二㌧諺ビ、は巷牽／レてぽんしない象だジ／考古／いうわけ／で成　東むゥたし噂し律牒日通工

：亨を女亘凍刃守才芸丈か禍かY冶ら頼。ま隼草だ範渡図なみ¢能　絡勘考

∴平取∴商学連中ヒ区別し了酎ここ優　さされてている冬がすを＼（ニラ脛㌢～ラのばあ√＼る
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要

い趨小宴／人かも細れね部、）¢　しかし申年、▲　商卒の人だづて、明らかに頭軒

／泣くて、現々よりもつと牽く啓発レ鶴カの参考人がいく軋ら♪もいる∴薯感夜　さ

／ノらは攻守よりも何年も酌に入社し、その重めベテランだ∴空のニヒ老誓、多産∴ご

ればセても我々の比ではなレ1。そして呼にはしっかりした学関村薮付け漫才∴

る＝ヒ¢でき番葡報なべ▲轟かいる。ピころが食草和こ茶けるランプ撞賽ヤヒ

同じか又はそ笹以下甘。ここで斌ぞは謙虚な乳棒狛汝雫だと落手。勿諦大学　へ／

受払たといつて学年養親をふリ享わすようでは蔓‖こバ、力にされるし、そうガし

ヒし1って琴平ヒしての／レ㍍血豆先客に禽てよラビ喀つても1腐て切れな畑　　／＼こす

品＿㌧季礎それらの項能な人をそのまま頚短に評個して董‖デることだと渾う。わか

ちないこ立ば首、んビlん璃情‖ゴーよい。′（碑らの方が汲く斬っているのた■か

儲かれこ細？たが、Uをしても∴その癖はそ終ぞ適せる林∵舞いウ急合い

ク
／

）

　

　

　

、

ら
　
∵
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漉す、ペグの夜抑まかれて希頭目日時は、在らぬ。教虚な無線で人に梓すること

が　大切だと懸った。

琴の圃場それた工穆はし橡鶉和に急教に癖んだ工場でめ看ためかで為ノし丹立

が多く、私も学卒ヒLlうだげでかなり餐任の診る控車もまかせら笹ているク

ノ又乾し1工場で診るので・未完成在野分が準備　亀亀繊　盈遺　ててめ　やる琴にみ∴

られ・そ作やり発射は全て我々の老い夜衛者の和こかからそし）るニヒが自覚

、至れ・嘱望番い切った発嘉も薗き寛されることなく萄衝の賓曙史舜してくれ

る。／重んなわけでし覆孝が未た潤も細らないと隼ラ二ヒ嘗麻二号ウて、浸、し

一夏tL慈しiたいこ／とを云えろ立傍に珍老㌧（あと宣∫琴もす｛孝と雀荘なくノ巻舌か

もノ細れないが）。＝¢兵払浮草亀に懸っている。天倉社もぞ′笹夏季求してい

る磯転、∴′跡週な簡ヒ轡酎二大しトにこ毒工場芝よくしてしけてくれウ隼

√礫経ヒ酎まとえピ、画像巧なし1会社へ我家した¢そこ　私は何も和らない．／

〈蜘ら懲教のヤリ直しだフ　この兵大学で経た生半有珠細線夏土毎日二せれこ埼ん／

控ヒ懲りた。しかりそろ淳ゆ替なかった。大学で得た生半可な相済ではめっ

た保、博之す巻にしても乏打ちり揖家／・孝先方が華ら扮何に土凱こなウてい

∴者ものた㌦　これはピーんな増産Llの野へ入クでもめる程夜いえる二ヒだと賂う．
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でもそれは外見に花々しく宛えるもやしや飢－から鞄拷ヒして澄／から勿森∴

しなお才のだという二ヒに要りはなLl。絶って私の表し1たし卯ま．大学で勉、∴

偲し♪たことがすぐ煎何奴乗る使、僧の蓮やよりは頃Llの仁とい午の千も旦㍉

十大：学で琴アた±ヒなど壌社会で・は何のくそ酎こも立√た箪いといランのでも旦し主
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これらの車両蘭な考乳方、定まり大学で習った短観なリ、＼もの 舷はガ菟希¢

ず照度っザ∴乾濁牒上ではそれらに琴等／ニヒなく・仁から出番す香

ヒでは竃か、ろうガ＼。

ヒLlう二

～在琴平に閥の像各大学に首する　C殖ヒ軍部内に推し＼ては、繊経化学

寓ヒし＼ラ工、リー卜者硬の二つが虚ぞ賀そりかけかきを濁しlたものだ、が、今で

は覇者の牙の暴威は全くない0骨哉繊檻化学竿贅生ヒしての大きな誇り夏、も

クてし1号。私の会社にも、東大、棄大などtくり優をヒLiわれる大学からも同好

入社した着が大勢いた。そして彼らと卑し、学問鮒な葡萄を斗わしてもこの

後考な香（？）工繊大磯紆化学科射よ－歩も狛丁をヒらない。＿牙7にぜ礫之局

在おしたりは∴狭いと番っていた専門家督科目の夢杉さでめる．倒史あげる

なら、呼でも物瑠化学、化学工学．プラス∴チッアスモ習Ll、且つ萄職者威レ

頭っている二ヒなど㌦大いに鞠を薇づてダーし1たらいし＼ヒ啓ラク

合、社ヒいうヒこ列は∴云わす、ヒ知れた八両岡原の歯車がかみ合わさゥて出

家ている。色々な入間画像が参る。上下の内債．同聾ヒの痢俺、せ健ヒの岡

健二　サークル、内での帝礫、組合内での翻僚∴一一。．これら全てケまくし＼って

く～れれぼそり金策はおそらく大きく奄敏するだろう。荏帝だけぞづそいては

とでも豪庭ヒし－ラ野で生堵出釆なしlヒつくぶく洛じろ。勿帝イ士孝之錐率よく

域衰色毎が章二ヒホ／番だ。産がその葡狛こ、そのために、人と八との阿係を

易乙0サZ虜／に解決してゆか柳ゴ’ならなLl。社会に出てます考えさせ亘れた‾の

は∴二の＆レ現品クL＼／磁血　だと懲ら。

ビラやれば’、八／ヒ八との痢條亦▲自分ながら′あ叙㌢古見　に守って勘ブるかと

考をた∴それには自分が乗りにも着く、幼く未熟をヒ魯つ左。従って鷹凌、

多く¢身匹ク蚤つた人、立場の選った人に痺し、′その甲から竿み一ヒってゆ

かなたくてはならない。それには何孝にも、自らその中に身老孜じてゆくだけ

の薇脅綺な生き方－それが仕事に好するファイトに通じていぐ¢ではなか♪

ろラか。何膏にも嬉野で簡認緒にぶっかる－　これ′が老人ヒしての寮も東レ

い資だと思ラ♂　r金策史逸じて社会に争イ士せよ」とは入社時、社長から受ノけ

た訓辞そあるが、そこまでは汐かなく　とも、ある会社に入ったからには．そ

の会社を自分のガで初か仕る位にはなろうという覚席ぐらいは掃っていしトの

ではなからうサ、。

漁労調子のよい孝を萄いてしまったが、社会へ出て書を1年しかたため肯

く乞い培輩の牙／阿哲の所見ヒして淘会報してもらってuLlヒ思う。

三孝製紙K K勤番（ラフ等夜卒業生）
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遅叱覇は宜しくない一一・とし1綻ば＝牲道延化溺しか教わらず＼ただ教怒られ

た逸り僑U、込んで釆た人は「気密いじでデ刀ロカ」ヒ啓タで診ろク。だがと、ゾ

ラ／してそろ思う緻塵が診るのかp個人の老親や傭党によらず実家の脅巽でビ）今

爾後硬額によって判断してし1く科学毎夏葛目顔‖二信じようLヒする孝が‡妨ダレ／

も、象確を探塔している軍そはない。だから粛々は科学者の不確かな濃霧に孟

夏、ゎされるニヒなく　正しく車寒色詞べろば賓が参ると懲う。

これまで多くの連化諦索逢置∴表面ヒ見えるもの夏再Llてその碩学の大切

にする器官家明し守って零たが現在では，そのノつ一つがくつが老きれ、頁

の′字間をする八鹿進化務藍信じ碍なくなクて奉ている♂

／†ツ㌢ノレは産化務の樹乞番え適しゝ夜夜霧老唱えたりしたが入園の酸児が

魚形、毛承、、葡宅の館麿を盈多という車に於いても、薇弥客官が逢化東宮立／

証してくれるのでなく、そ㌢しら⑦層・官は簸鉢であるというよりそり聞きが拘

明し竃いというのが宍襟の済懇産、そうそあるク

また鹿骨¢観衆についても、遅化額は不利在家稗史もつている。ある血硬～

試験に怒し1て，刀工ルヤ梶野希えミの牙がサ′レよりも八画に遭い二ヒが介ウ

キから血確は置化過希での麿俺を示すものとは考えられなしlo

考古学的な正勝にあらても渡代務老裾絹サ孝麿鼻だては舎庶空ろゥていな

Ll♂　造化を驚萌す季た妙に考乙与れた八ヒ磯ヒの困りや画動物も穿しく研驚

／された賓覇から考えると、‾平間観牌に好する証拠通電クかつてLlなし－～。不ア

ンヂ／レター／レ人が人間の裡恵でなしi二七も、今亘は宏く苛められてLlる背で

あり、それよりおし1痺武¢鰭層から礪代人ヒ同額の八両の唇が懲免されてい’

呑孝によって俊明されている。このような窒化常にゾ不和なものが確晃され香

と一体ピーぅいう孝が超各か獲化葡萄フートンは次のように認めてLl暑．T頂進

化譲歩八璃卯化竃は、悸朝霧の暗い戸棚の輿寒く押し訟められて忘れられる

か／又はこわきれ′てしまう」（嶺人珂そして葡萄一、・譲り）促ウてパーチョウ教

務の篭った礫に「衆人薇は矢をしたものでなく中内動物超堅7酎二過ぎない」ジ

ヒ、いラ動こなり、畜生〈物質はこり孝について何も奮け■てお♪らす、感腐八拘り

蒐科について何も知らなしト・－ヒベルリン大学のブランコ教唆のいウたこども

多㌃葛わす率が虫奉る〃　スミソニアン学僧のオウステン・プラークも同線のこh

ヒせい？てい、る〃　断層覆車の化石にも、′？の夢籾から腱や簡物に変化し

－29－
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十十∵ぼおらなし）膏宍セミめる。／／ダ∵ク十ンもこれ老廃吟でおノ甘r鳳の鹿瀬十秒ヰ亨十

準年鱒く庭べてい孝二亡も寛目せ解ばな＼らなしト・イ堵質孝lま江東に絶繚戸車

∴キ象官の逢梵ヒし、ラものを碇射二不しているp恐らくこれは・準化筒音和ぎ
言／す考優も手ごわいもやと或るであろうJ化竃に禾登れた形はそれぞ’れ廃立∴∵

／Lも旦ので・進化したも甲でなし1こと老／相賀に示しており異の熱学は達叱常㍉
～

／♪－の案Uで参ることを明らかにレ創造覚が完全に正しLlも／ので寄る＝ヒ老年敏

宣了でLl敢十二札在学を耳にした二とミノなし1ス々は「へま－そんなこともある

あか⊥ヒ半曙半疑でもLlL用＼ら、含まそ正ししトビ怒って寮．又今でも正1レい′

、～ヒ恩づているであろう壁化鶉を破り返ってみて、進化希が正しし　林どぅみ蓉
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乾て（欲レいと港う。、では、竜宮聴けて行くニヒにする〃　ある堵簡までは北斎

ザ全く／存在しなし瀬、すぐ上部の地層匡底沢山夏日ヒ石耳突腰喝われてい香こ

立が機衝撃の本宅韓めば倉香。これは，多、くの安化老もった創建が努麿鞄室

外たこヒ史尊壊してし1ろ。オースチン・クラーク・がリタラリー▼ダインセスト

1打払べた着寮は「動物の大きな弁償に痢しては創造苛は壁化覇に勝る。動刻

が剤の分類の勧物から損で着た質種がないからであるク　夏、の分類の動物も持

頑の劾物体であヮて一一‥■・大敵ま各に現われたカであヮて、実額上では今日の

♪人覇ヒ同じ形で現われたのだ」である。これも進化論が止むなく認／めざ香色

得ない一科学的真理である。きた達化帝童がと、らしでも奄芝出寒ないことの一

つと亀が告て絶好劇壇の酵智之そなえていろ孝息づけ耽才考ておく。

輩化葡萄ラマルクは遷宮は環境からある痺喚老得るヒ蓋う学鷺宮たてたが

この埼墳麻子孫に偵私られ壱ヒLlう軌ま、今日の塵低琴で否定されている。

T／900竿に聾孝まで夢くの塗物学童達は縫物や勒切が壕壕から得た鱒額は子

凛に膵わ呑ヒ信じてし藩が廃村の凄低学は棒私られないこと立証関してし沌甘

くライフ鶉）

澄化静の喪の中／には漉す由庶闇汰一、逸葛生膚ピいう鳶栄が出てくるがこれ

らさこついて∵云∵って躍ると、由烈薗涼乾に好す壱最も篠本薦な夜ギ軋　そ才Lやい

ち浄虞が劇壇きれて寒ないというニ〉とでめる。つまりすそに今昔で存在して′

家た浄項のやかや選ぶだけがやしHfいのヒころである〃別のガ番から云鋸ぎ、

ゝ督麗璃酎ま適者が生存する二ヒ之蓉承するだけであって、適香の虻現老患味∵

していないので／教を。

二の孝之萄め暫鱈周波の不充分な兵を補う為ユ〟－ゴ・ド・ブリィ工ノは努紙安

ジ、／翼繋望潤、LHこい巻線で、ある。つまりこの努経費巽によって適萄勿粛宛受蜃明

∴しようヒレた、のでt、みる。二才い蔓御承知〉の選り∴鞄ヒ㌢顔と乳岡に繁盛の賓寵∴∴
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應恕リそ軍曹化かす葦に冬草やこれて／しゾ1く／ノん／翠だ’ヒ／いす蜜や卑クて㌧賓累が冬速∵

オ巧る家、萄ヒ毅と色感浴場感がな‘くて勾留Ll／ジの在仏いき濁堀をして／Ltィる嶺十五ウノ

オあ／る／布－tノゼ毎度肇も、琴、努ぼ安東だけによりで選雅してへ来たのであろう五言　り

進化衛の、学寛には不明療な泉、あしほしな　蕎ぐ夢すぎを。しかし・、壷あ十苑工

発だ費努によるものと収乾してみて〈も了磯在の教牽くの実験がこの濱牽守沌仁

レし1ものにしてし）香車が分石。碍子徴射髄によって卑然帯では控く帝を努麿くく

要項事数多くひき超されて、色々究茨されているが、その盛栄はニラで参考。

へ数社切れ埠程の了ストの挙句、野しい渇は乞＼せつも創り敗色考へなかったク／そ

イれに朋をて努絆変異の車まい場合は、その安化したものを萄ゆもし荏夜が吏

／凝ら賛化したも巧を硬してしまさのであるク

灘との孝は．努麿賓雫が新■しし＼額老作り出瑠ものではなく、どちらか～としト

㌧老ば－∴生物体の酎ヒ・桑政と藩政しているク／＼－バード天草のジ、エフリて家

㍉綬ゆ「ド■ブリ工の突紙賀異登は今や傭億のない額萄【二なった」ヒ奮う喜賓

l二乗家格栗野正しい寮付け邑与えているので診る♂

何も本当のニヒせ細らない人々ノの頭の動二号でも尚．舘職の一つとして、

湧つかきしくも苗摩っている遭化鯖ガ、かくの稚く、礪藤レ寮もない傾裾であ

り、蝉なる板樅のなしl寒塚であり、鰭鞘で怒るこ半里・不十分ながら雄べた

が・．、これに反して壁寮の豪傑は臭の科学の学究ヒぴヮたリ一致している孝之、

も長粒てはならない．科学が進み．寒い汗が判明すそ‖こ従って、著者に暴く

犠仰厄寒い軒に徹を下す夢だヒいう孝も当然の車であり∴何も斡琴ヒ宗家は∴

塵夜するもので烏牒いので考舌。

遽化帯について牽くに蟄リ、色々の奉呈蓼希に、老せて湧き∴宕観も支った

、の了そあろうと思うガ落磯純な科学呼等乗そ、骨盛年を搾ったつもゾで珍呑ク

ケアサフな…窮　　　　　　　　　　　　　　　　帝　膠　生

革まリケツサクだ、ケツタグだtヒ家ラ毛んたから俺はわざわざ出掛けて行

ったんだ一何だとたずねると音容いいからという∂　そんなに大したニヒヒ懸

っていると啓われ巷のも何だから努まり灸¢ない夜芋でビラでも了uLlよう琴

ふリ′をでしていた。俊中で倉種やめようか牢軋った位だがまめ仕方なく簡便し

こた。′全く俺を一杯食わ吐香つもりかと移った餅、はか匂ダもそラはなちな払
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∴セないか∴ニん′な二ヒだったら萄生一発ふ、んィなぐクでやろう水ヒ偲オたが、

よゾく尾やヒ／それが俺の硬骨烏ヤないか。
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譲の㊨を㊧芋∴云生去本義毒
今でも棟の夢をよく見る。勿る縛は二八で楽しく六甲の山里歩いていた甘、

丈ある呼は二八で白銀の山を登ってLtたりする．しかし、蓼から苔の畑土、

減高いしうこの牡にいないのだという′雇のむなしさし力＼残らない〃碑の生前

の孝老整えば、再び、境が目の前に囁われないことか更、ラしても不承観に各条〆

てしかたがない。綬ヒは僕ゐ常夜であでリ、山の衆であった去る一日空木肢で

消凰乞たった北野正明為のことであるニ

〟本学に入って初めて親しくロをきいたのが磯でめり、僕が二笹渾山か好き

にな一つたのも紋の影響である。綬超目乞輝カ＼せて山の素晴らし之を驚き、輿

に山へ登ることをすすめた。液やすすめによウて登山のもつ粂しさを覚私た

濱は、よく紋ヒ二人で歩いたdその頃には僕もめる啓度蕃山の和親を努につけ

ていたゆで・礪ヒよく一汗かいた後山針軒家に私美咲外せたし、六甲の杏を

水にめれて登ったリ、また連呼で遥包まちが定て甥で壁画之同Llてまちかっ

たこヒ空知リ、日等今回温色ヒばと恵一紆伺近くも華いた二ヒも参った。老

登りの手ほどきも彼から更けた。

■攻はまれにみるア／レどこストだったク　吾い拘史かウいで皆がばてかけてLl

ても∴、戒は平気な貌豆して歩いていたし、岩に登れば軽妙なバランスでリス

ミカ心に登っていき、姥から優れていろナイルに哉身老措けば腐肥ルて竣′紀

出来た。そしてその登はんが困堰き監堵ウごとに商貴史倍増していく戒だっ

た二　綬はただガメツく山に登る乾けでなく、この上もなく山を察し、山の美

し茎としけもの老J亡から酎黄した。そのニヒは硬の数多くの山老草夷に参り

診リヒ写し由登がノてLlるク

戒は8線から山で、は絶好死なないヒ去ってLlた。それは山に登る誰もポロ）

にす巧言寮で牽けたが、姥のその富寮には．衆賞味あるかaI至がこもってい

たし、又包塙にあ、号、れてし▼＼た。被の山で㍉り行劉色相る礫はその富嚢に虹から

うなずけた。しかし、その礫が山で死んだのだ．今さらながら、白鷹のもウ／

偉大さ、きびしき、自感の前にし1カヽに八両が徴■刀かというニヒ老知らされた

忍Llで考孝。僕は戒の傘をうぼった菌床、山ヒいラものを増し圧は思わない〃

そのようなニヒ老考乾させる東和こ日掛ま存在しない。葛麿は碓村内であるご

たた■八鱒のカが射ゴlなかフたた1丁をのぞめる。戒のニヒ打、あらん確りのカ・

気力をふリしぼクて単機までがんばり鞘い痩けたそ診ろラも　そして綾は力つ
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ゝ1／
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山力日中で1十戒と烏鞄しく／した．子動二は努ま‖二手僅々ばいヒころがみられた
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また無野鼠であったム率醸な管して奉蚤な度肴の繚夏で砂ウた。級のそのよ

，うな兵ヒ周が合ったゐかもしれなLl．／腐生朕未、東の町を屡々硬と歩いた

イし、ノヾテンコに　飲みに．政商に孝々ヒ澄狛二行く　ニヒならすぐ相饗がまと

まったものでめる。去年の学園祭の緒に、グラスで出した廉潔慈そば1んぎーLi

∵守作ったヒ室にも毒＝んでモア之ついてきてくれたし、当別こぼ非酎二線か

して　れたこヒそ　わかるよ封二∴　何孝も進んで協乃してくれる礫だ〈つた／よ

しかし、懲務のほうは山に薮ぺて好き空目まうではなかったらしく、′　した亦’つ

て成鰻年目まうも礫ヒ珂じで優秀ヒはい考なかったし、よく単鑑も二人で岬履

くおとしたし、果して仕草で平素でき名た・毒うかと．収得した撃舷家老償え

あウた．ものだった。綬ヒう回生になヮたら牽頚に身宮入γしよ三日乙為したりし

た林上　磯はその5回皇宮目前にして死んでしまクたク

3匹引こわたクた竣索の階乗、嬢の遺体色鞄見する二と析出釆た，と戚持直乞

ま蔓が克ていた。そして争分家蕃したのであろうク　哲紋の綾と杉原氏では脅

えられない二ヒであるが、珍のような医感で、は無理もなかったでめろう．か

乾すボ乾すも窺悠なニヒそめるが、塵獲して遺体がみっやらない側も参るこ

とを憩えば、、凄痺以泰、∫ヶ月宙に魂ぞ山各節の字で幣鬼才孝二ヒが出来幸

二ヒ老不孝守の草Llとしなければ’ならないで診ろラ，

登山磯野は硬に労ろうヒも、山夏頃する桑野は繋げないノフもりであるから

條牒＼ら与えられたこの帝噂らしい一生の認味である登山温綾に盛観しながら

灰は乾けて行くで参ろうて

硬の襲燦になった山行虫発の臍やめの簡ノ覇気ば貫顔は僕の虻から奔久に議

定去らないそめろう♪
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壊帝同級（威儀季象にもらクて下きい）

1敬　　蜂になし．

新入生の方で碗衆望ヤってみたい人は申し込み飲
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第6歯車想廟喪、如意

取保儒／の言勢
＼4匡睦・金田洋二

くぉよそ碑の尊など鼻面∈‖こなヮて寿乳たこピサない連・平によ♪っそ無碑箱は

牽碑されているク　それ毅　黎凋める帝味で顔色烙じてし卜者！乙しさえる。

芸・吉野ヒは

何せも、蕩い灰亮で考え老兄すれ正家術＝な“のぞはなし　と同夜、茨元宮為し、

さえノす裾ゴ’、蔵書家衛が生れるとは帽らない．よごれ役、あるし用∴烙緩釘

ノかリ　しか凝衆ない夜番は大根ヒ申してよろしLl。

芸術を奇観碍k判断する承経的な苧紋がない以上、」計紆上の叔威なんて静

められ甘い．あるツ粟が偽ヒ刀＼何ヒか云ラのは、、少なく　とも芸術家のするこ

とではない．

妾とは．

穐代の多くの伐奄達は祭り篭ヒいうこと老持ちない．硬等のヤクてい香車巨

は著そばなく、して腱そのもので診る，緩琴は、何針　を苛というものが参／る

のか理解出寒往いたろう。

ズ［コドラマ

メロドラマや動じ潜熱立働蕗啓藩主家である。レかも、確定では∴これで＼′

ー原儀も食えないのぞみ号。

又．

二のドラマの牽泰健は子供塵に、褒正直に暮してさ之いれば、訝しl車が参

考ヒ晴じさせる孝である．こぞ目名藩が破れる時の人間の変化は琴しい。しか

力、竃頻の子供は率か不孝朴㌧．二ンのよう射裏箔を椅ち卓也でいないらしし㍉

エディプスーコンプレックス

葛裸の夜は奄狂いものである。これ′後車今宮愚つてくれる人は把になか、ろィ

／ラ∴世の男性が、訝軌こ似た梁塵老求めるとしりプロイドの琴哉律‖レゴビも

∴雀夢せ珍香〉．しかしニーチェば蓋う．「野性額ヒ庄子灰色盈じての骨希の者確で▼んぁ

る／。」／ヒ♪さ

・二軍孟

二軍た耳か∴二郎ごとか養う富豪孝二　いざらレい葛栄はジ射り
イン1＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、

う

で　タl

～　ノ

＼㌧　ノ

ア

／ね二

着

碍
∵

ム
l
ゝ
ツ
レ
」



∵
汝 レてこ　⊥魂に腐

「
、

珍客セ「
こ

．
し

な／
勃

＼カ療はら示々入る
∧ノす

する人塵は不屠親任程、

密鹸宗家／

〃る

／
　
　
■る

／
がたしに

．いパー拘
′
老・

守
、
ク

Lと
‥
璃－

㌧
粟

／
濁

J
こ

く

′

、

、

夢 下 i＝魔〈ノ

濁喫茶教官虜鹿にすさ渇萄塵は、、百分も／革、野嘆声家喝で珍参のに為才や

ない。それも、それを億で香孝が、一項の恥と孝克てし1番だけなイクだ㌦

窄、■象

＼へ静養ヒは腰人の商家な逐密で参る＿ク　その密教に襲星の仕事は、ビ＝そ号静∴

、蕎ヒLlラニヒに▼なヮて守】る〃

ヌ∴

／傑人の感疎乞議定させ、診る人達が卿かる打、タのだから緯線な寒嘘　〝ば

」濱う．し乃＼し、こういう孝が孜いかど√ラ裾ま別間題であ脅。

文化国承

文化とは耳ぞもって勲を遠め香の啓で怒り、寧孝嫁収に対す各碧でめる。

少なくとも．成風は二の啓唾に於いてのみ文化許容であララ。

＞；・l・二、

宗教の琴つた最大の原因は単軌二も、宅に対ブる肇れである。た、水・二の

漬線引可琴琴3未だ聯窄まれていないし、浄潔も癖次生れ見なし－だ曳き。

勝負腫

サイコロで＝夜乾けてノ′チョウ二′林、出たからといウて．三度だ‖了㌦1ナウ

に磯万るようでは瀞　将にばな笹ない。勝萌は穫潜の計蚤で笹ない頑である∴

学生で一命中藤象輝顔套するのは，よしたガが良いといきのでめるJ。

八画の興味

スターが結囁するだの何のという車鮭′．いやしくも、才気透れる学生の香／

えをべき孝ではない。だが．衆して舜味のなしi孝ではない。

飼い入庫

／阿／酎孟決して曳くはな作ないが．償い人和昭牒に阿衆になる蕗と牙選〈そ疋

贋でているもがである。

頭の壱い人達

′′天象摩下に会って藤激したク　ビ∫いえば＼小宅い人達は、そのアナ∵7ロ＝ズ

く今宮貿うであろう㌧

：♪られノるように罷う．

とい高速中より撞。

ニ　簸／／

㍉吸は嗜みな／く〃

、√メ　　　　　　　小と

しくへブイヽ小で

し乃＼しなか■ら、品それらのぺ々の中／により鼻笑な人間隼み〈

少なくとも・何でも、村薙何だ・文化だ、／夜勤ね、、／何だノ

ヒはあたりまえの二幸である

つr

／／　ぐ1㌧

小と　　　　うい　／）／、でミ　キ
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∴もの厄∴／準ではあサ得ない。周簿に敦に昼工夫かな夏’ぁリ海軍いの／セ多患。か、

体刀ビ和磯∴

／日本では、レスラ二のような体務よ・ソも和戦が尊ば、れろようである〃　しか

／し＼つま／らぬ和郎もった連中には竃にはな〃て右余り酎こ立た飢－。二

の考えの葦象は体力に色情のなし1和裁暗級が．自己防衛のために．そういう

忍格を吹書込んだに迄いない。

′　正家の悪壌

何も全学連や繁務荷主表者で．なく￥も孜序を守る春希、壌われるも夏日まな

いへアクションドラマの主人公の崇法亀緒性格は帯に人々に餐さす吊卜も今で

あるク

虞　民

庶民綺群像転じか、蕨戻露痩静の将星だと人に藍々ヒいう八盈‖㌃　一体、

夏、二の、守なた録かヒ、軒ゆで風塵さざる老婦なし㌦

ノヾテン／コ

パチンコがゴルフに比べて草紙な重な、であるヒいうのか当らなし＝ピ同夜、

下品そめるというのも当らない。＿だが・八はその兄質からひがみから，これ

を判断しようとするd見栄と乃＼かがみとか〈j二比べれば、パチンコの工ヂツなざ

は　しれているといってよい。

世珂ヒいうもの

弓選挙に破れて自分の三十年画にわたる婦人像朝が∴テレビの人気礫竜のよ

クに箆に帰した孝之なげLlた候補があった。循その恩轟も去る＝乙ながら、

酸をが三十年にわたって帝人謹詔色して来たという専角毎、城に駕葵碍従事／

ではないかク

官僚の複

どうして、ある産の大壷は、濱も煙草もやらないないと、匂健にもなら扮

ニヒ竃白嘩するのか、わかリカ＼縛る。

藤色見る為に

伊殖え軋　た享には一本〆本の木を迂嘉牽くみるといいよ。一本了本堵遭

う（んた、〃　苔むしているのもあ和ぎ∴宿れているのもあるク　その中には可毅LJ

い小鳥もしトるし、乾もし1番。鳥が容色見ようヒする乳棒はヤひるが・いつ′も

高い密からば、かUでは、これらの美しきを見ることは、揖泉なし上でもね，、

泰を観るの群落いとは蔦わんよ。たまには、世間の奴らに、ここから森を魔

さすといいんだ』
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一、かれ∴フ㌔＼P

ィ、∴轟ごィ毎夜につLU乙　～

廿看取密を虜乾すとカ、、海曹〆亥江藤千金〝ピか∴貞義嚢の名句鱒脅し与何‥、

ん箪なく／乾し一番の詞、酉島ノの声に哲乾され肴なんて、家撃ちで淳の葛で劾ろ〃

二の香の聴きは、生軍学均に琵喝きれると固くが、その額因に、考の衆があ

る勤ま背雫のようである。最恨教の′蘭にも　′′牽胃苔箆日義超グ　ヒあり、蘇

味は巽っても、肴の膚は、何か眠るニヒ受忘れさせる。特に、孝の日が∵者

楽食の礫ヒか、診るLlは僧の楽しいことがあらた礫など、では、Llつまでも、

その襲い熱っぽし憫膚を磯Ltおきたいという髭になる。又、一八億々ヒ得

の犯色海谷、て、少々酒気の入ったところで、人通りのない通り宮歩いてLl〈

乞，疋宙がラ′マ′レセイエーズのような布教のよい響きに商えてくる。そん

な癖、御室の山門の繁盛の出喝は、虜を駕かす。噴く巨大な′俊昭の棚きこの

円超、重商卵管物調度のふたまりの産額を－要して、絶好葛の鱒く・硬変針

お亭し・ど射」っけ香。重岡の爵寛げた杷配は、消えうせ．毎分の卑ダさを

筑ためて和らされる。萄老ガン∠やられたような衆がして∴しぼ■し、登場沫

鮭と憩って山門を宅上げ．何か神に昨夜する信徒になったような気韓になっ

ていろ毎分色艶い曝す。僑リヒまではいかないにしても、何か、綺養わぬ山

門から教そられ、しトや∴裔寮監受けたという方が正確かもしれないが、冒頻

の盗し‖了、ら肝旅された気符になるク　日頃、どうしても賽艦がつかぬニヒ揮‘、

二二では、いとも努々と、何の悲壮感もなく解凍していぐ。その質、その東

捏ニヒLlラものは．砕めてあで、三、やで毎春ことには茨の日の明るし＝ヨぎしゃも

じでは、再び迷い出すといクたものなのである。そりくせ不審勢にも二　白骨

自身、この間腰は辟東がっいたと璃甘、希か・葵剣に脅えようという像になれ

なし㌦　ニラいてた穐時分観相矛毎を、何の苛もなく、何の不落葛もなくんご

起こさせるのか、肴の胃の常なのであろう。

篠集語帯召／合－

牢回ノ生　　萄な刹軽

食帝政洋

硯本　繁

強ま　衣

き麿生　　和硬敬肪

村岡簸一郎

2回生　　鶴野南蛮

日、叫†畠天

啓蜂鋸養

／啓生　　佐寮禿刻

・一己∴七二・＝＝
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～研究〉室紹介

音義研究室

丁零白額磯鮭化学務攫」とLlラの牒濁森野のニヒそめる。その名の不す盈

／リ、研翳対象は蛋葛密でめる。僕個人の考えによれば、濠も椅未賭のめる分野

の－フがとりもなおきず、この壌自衛なのであるっ　蛋白頃は寒にユニーク任高

分子軌頃である。稗琴な叱学的催垣と未然萄射て見られる教程巧妙を構造七

解如し、曾成することは理学紆七も工学釦こも重大在寮味をもっている。ガ

ンで生命の轡賓にもつなが孝ものであ巷とし戊ぽ・壬の重要痩夏めを岸夜わ

か？てもらえろたら一う小、ハッタリはここらでおくとして本研究嚢は合成賓

白線線を目塙している。礪在合成竜顔繊維甘ポリプ’′レタミン魂ヒポリアラニ

ン位しか蒐疎まれていない。もつと多くの頃日頃繊徒を同党しようといきわ

／〟　げである。

御大寄島教務定番の萄日頃に困ノする節酎二大きな成雫を射すら町また学

術食感ビアミンを負会のメンベーでもある。辛南蛮の碕尊をして下さる抑勾

メ　斬殺夜は狂巧言で博大に研究に行かれ、草野の和磯を仕入れてこら牲た♂　ま

きにファイトの確ヒいった感じたが・口琴の少し将学究であるβ朝顔さんはイ

韓隼の言草常盤で診る。この賞密室にトグロをまいてい等¢珂堕は占八であ

て

る㌧いす丸も、平凡ヒはいし＝ドたい面やであるが・結構よくまとまりでおり、

∴お家史飲みながらの柱敦の合い何には蛋節頴や人生靖も軋乾して人間形感に

もまニピに海路で・みる．その上学務のテーマは皆ユニーグなもの年、か、、それ

たけに整数する二軍も天争い。ユニークキス搾‖こ明るく清華な嚢密室で紺’

ノ巧が1ヒ♪ユニ一グな研乾せきやれば櫓めてユニークな争議ができるだろうこ之

は客象に碍壊される，今年度の早輪発教会に御期待下きい。こう曹′いてく香

ヒ額鋳ず、くめなすばちLL、蘭宅聾だと喝、われ考方もめるだ、ろちクこちらも♪な

るべくそう懲りでもちらた方が好野合で考る占

死滅はさておき、占人のテーマを簡介しておきます。

円静　裕　　アミノ顔の熱望合

大叶曹丁、螢白頃凍びペブタイドの奉職蔓定量

川口黎明∵／ァクリとロゴ／トリル率先噂恐／重合
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みどりの風が空々わかにすき感けているわれらの釘研は本簡ま感光褒蘭の／

都塵とー博子墟い額の車野盈ヒカ＼らなウてLlますd巽東隻はし1つも明やく顧J

かできことにりぐまれた壌磯に怒ります。すっとた足ることなくラげっがれゾ

てLlるア刀戸ミックなふんいきと一t釆乱れぬチームワークのよ掌と史誇りに∴／

し、ろらゆる東嶺が老鳴してい名ヒいう士は他の研究変のラらやもとこ亘でざ

す／。そ拘まます町臥　内野．成田、相野璃怒′生ヒいう菟零したスタッフ亘よ

るのです。C轟の育成務寮に努刀されLlつも専ヒめ裸をされる村境患隻、、そ

の温厚壱突、な八番により郡蜃合体に約のJした左－ド賢一かもし出生れ存オ＼

に研究にはげ五二ヒがで巷ます。卿覇の促進ガヒもいうつ・壱内野席弦は痕合㌧

入りの研究秦である箪同線に藩やべトミントン塾させ考烏牒銅町㌣あるヒいうト

争才ぶり茎数琴されます。いつ′も二つニコヒ現啓になって孝常盤¢お世海老／

／∴せれる成田老生。下の野象でロシア蓼も勉表される鶴野老生。

ざて季蘇生はといえば円満にしてスケールの大きいぺ渾変哲標にレ、、8毅

＝／そサないが内にかめた香ファイトばも¢すごく角倉の約線のいく孝で揮、ん／＼

ぼりぬくという考が篤クていて、ヒマ琴帝にぼすぐアミダ狛きし、亘り質開法

亮巨つらシフヒした竜さと明るさにみちてい著す．

その孝碗生協，

祀本穫男　　スチレン㍗メチルメタアグリレート釆尊者魂のヒドラツ甘、の
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山田密売

悠

√ノ　　　　　　　～ヽ

重油密虚を烈翳した商館予察稗毎食威

≠ンプン仇敵化割によるグラフトポリマ二の合成＼

スチレン～イタコン礫釆重合甥より蕎分室廃稗か合成

スチレンへアクリル磯メチル‘来賓曾昭のヒドラジッド¢利府

ポリアクリル≠てイドヒアセトアルデヒドの凍茶目二つしうて

箪アルデヒド≠‘ンプンのクラフトポリマー

クルコースのイソシア不〆卜について

石渦御座のビニールグラフト重合

へこノ＼こ〝・J′て－こてし二一で一一二・｝一、一一へ〟′－こ（ン、こ．一ヾノー、こノ

岩崎研究室

巻暗野冤掌には今竿は礪そ／j　八が集まった。域領は非牒にいい双もいる

杯、非酎こいいとはい考なし再連中もLlて適当にバラエティに轟んでいろ町、全

軌二共盟している二ヒば・茸術づし1てしさて非輝にロさるさし＼選中がめ香ヒい

うことである。一高いれゴ、∫口、／クロと泉になゥて摩ってくるが、一柳に乾／

としないのボヌ特務で痛烈な虎因、批判を傷み、せても商学に引き下るよう啓∵

線の細い事‖這鴬野巧‖喜八ヒはなれなしも。とにかく哲着く血気にはやづていで

′蓉範睦んで参るク、線晦夜も終り∴これ朴ら本衝由に手筋実務に入るわけで参

るが、音だきた■そうがつがつ磋せすゆっくり寿克てから藤色上げ’ようヒ承っ

ている考が盛んビ下卑る。埠イかこしてもまた教嶺の学位包帯していろ各も争

い甘酢‖二あせっている磯子もなく、賓リグなくなった帝都での生者セ一夜早

苗象れブるために葡為な乗除、孝硬等老見て歩くとか、帝都の境を食べてみ

るとか、その偲／＼1キング、マージャン大食孝で京都ヒ矢に－韓に移して未

た夜八七よリー層理解しよう宰計画し．ている。とにカ＼く偶成でおとなしいこ

とのきらい社名がそろっている琴が本商党車の錆微かも均れなLl。その上者ノ

の帝の接に「希喝争く　して香山へ上る」といった巧ではなく　して口うる貴く

、ガチセガデマいってし1る中に篭れからかきっ萱ヒ実行に移すのも天徳統碍な′

堵翠である。昌師にはこの年F科から数名の卒萄堕ヒ索洋レーヨン、東洋紡

澄江間歎、帝人．教亀ガン／ヾ穴から破鏡堂が来てし1号がみんなこの努麿気に

バ各けせんだリ、うぐたくましい雰囲気を鱒巻込んで下さったリして推断ニラま／

くいっセいます。勘こ本顔見塾のスタップ原谷・蔑称¢〉竿萄生色一人妻っ紹介

ー40－

上之セムふ二二二⊥∴二∴二二∴ふふふ」



＼／＼′gJ／〃〈　　　　で　く、ぺ√　　　ノう＼い～

㌧♪　～

ざ　／√

しておく。

声惹浅み∴穴㍉㌦∵㌶㍗
ヅ加入㌻／くさ“　朽ア▼「つ

く㌔1㌔い

岩呵癌で／野家罷　工帝　京大正搾了や永萄ビスコースレーラン密宅の尭／妃

毒す　轟方、残忍軍務夢環境葛；

／礫篠l田野酢薇礫　工噂　帝都義牽牛　わが暫亀子褒務萄衡研究の尭鹿毛。／

網の訟状形域ヒ繊終化工の琴監く

萄荷重三　斬斉　家節線専卒　ビスコース¢妄ヒして瑠偉の研究中

な本轟武一硬膏　帝都工繊大繊維化学科卒　磯忽化学工学爾甥や㌦

帝異軟太野球野の切り払。疎覆した商港ファンク

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　－　　・

苧葡生ヒしては

金田洋二；懲礫家ではなLlが密葛家で瑠璃家、情熱家、／∂／号蟄¢／蓉輿

に腐る三衛野郎，ロうるさし1±ヒ量研一。

藤田　岩；裾ゆるムツツリ型の異型。かしかしこたん口之衝く　と刀、なりウノ

孝之いう、計亀の肥碍考リ。

畜沢常夫；老師曇っての、いや¢督隻きウて¢成膚を催碕－し、マ′レマンの

大のフアン。礫の東泉る夢は懲発射ブではないんた㌦

平田筏篠；京都で育った衆多。鴨川の水で顔色洗うニヒ二十客年にして京

都のすみすみ老穎つている軍、色も白く紳士庶ヒしているがな

かなか∵－…－？j

今野行男j　竃肇会客観長老嘗めたこともめり、そのキャリアーは豊贋、自

軍会に頂らす■客象蔑視lこぼ最適の男．啓習ったドイツ語の教嘩／

のろ前に似ているが中身も釆通したものを南す、案外まじめな、

頭で参考，

関田就労；怒本攻葛、害う月番　墟魚名去来に埼囁前額の成果芝世に落らし

てい1多．一一見して秀才風、軌日ジャーナル吏よく椿って歩しいて

Llる（多分驚んで、いる’のだろう）

北島乳剤；一兎緬士風、咳払い一つにしても、天額のいい方にしても硬は

東国（ビラでも工一コア）紳士。しかし一口からけばかなりや

＝ヒ乏し1ラ。

北田夜孝；ガデマガチヤ云ラ老密にあって歌でも歌おう∠肇声合唱団に野

属してし1香が∴ビ、ラヤらこの㌢地や蛮声合唱団或し‖まオンデ

フラグヒでもすれば珂象教ももうちよづとは唱えるだろうにと

番える壱争し，

庵本　属；嘩硬武野疎、肇の大型守マッチマ一。ベッチング庄子夜か三豊町

朴といち豪快唾ク何者も家伏在仮であ夢中工tへ↑へへ



㍉儀廟　努；学研ま々くて、気がはや　て　神々¢フ工ミ主夫も、～弾痕な寧

く√／　　　　顔色発揮する碑もあ等∴最艶麗嶺あ／努もレオい香みたし潅∴

、、観江／広卜愉快在欧，ヤヤ人間味が努にゥさ醸めたがま控まだ人、蘭離れし

ている面も参るとは竜のうわさ。マアキチ1、工チ／

／廟抒正好；神戸は壌叫帯硬の凄そ大日本帝国啓やかなりし蘭知／∫草堂れ

萄覇も傭公父等の一字を受けて正好。ぞ盈野のベテランβアも＼く）

る滴督ヒか、∵恐′い方の讃帝ヒかせ町野の∫祝乳酸　滑帝ヒ琶刺さ

れてLi名が∴成線だ？て急くはなし、んだ。

商材動産；岡山凛坤出身で伺う客気の脅し1ニヒは由のア≠ナウア〆か凍り

アリツか箪いわれる位。礫中林哲夫に比べて小さくスン斐リヒ／

したおにいきん風∴

／銀上の／j亀である。この中金田か鹿本まで、が夜舟工学研究蔓で後の卓量

はゼスコース研究窒／に屠る。昼休みにはキマッチポ■－ノレかバ′トミントン、∵又

は光のまわりそダベっているので萄しのしたい方は遭忽暮しに家そ下さい。
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相宅研お腺拝見

ニ¢研先登で者何色誓ってLlたか・自分は合成周らないd　しかし合やウて

い孝二〉とぐらいはちょっぴり宛拘ゴ、分る。夜から過ぎたことをくだくだいう

のはヤめにして．きっそくみんなの住んでLlる野産経現し1てみ香ことにしよ

ますは地の柘蹄向老覗いてみよう。南開には、定はしっかりしているが、

〉上のかヾ－が少々帝ちたポカ椅子に厚邑おろしている八ヒ、そり横に堂々を

香でタイプの努がいる。二匹こそまさしくお客で、踊椅子上の八が稲宅／教練∵

タである．まあや和平脊定いったヒころで、何ヒなしこくああ奇観相愛不して、∴

Llそ。ヒころ殊、今藤をおろしていたかヒ思うと、不審に董堕をまわウてき

て了オウ、看。、で〉きたか少々どん左目＝なったク　ヒくる了′ぁのう、こんな七なるせく

と思しトま了け些‘い′いや．／それはまだヤクてませんカいヤばや二ん在盈動蔓草∴

さ“こ不萄きわまるもやで、雷の考ち◆るのは太硬ペン廿いってれl∴この原因は∴
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．＼翠欺ノレたからと〉Llうので侍ない。異教諒のチーターの整理空事こたり、うそ♪′ざ

∵㌣なり確婚目釘筍買電j‖こアけてLl＼なしトためであ香。／我々は断ここの不潜れ笹
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∴好すネ豹褐色お′｝二を雪で溜荘ら零亘了レかし ∴㌢寧主計敷革啓感じた痺

ペ
　
＼
ト

に
、

合
も

く＼∵パ草履電寧耳でぐれるまでば亘や往く七も∴吏二号宣藤観がし岬・，草サた～く∴

∵拳萄重くノ古八／中盤とうまんどいつたど、二／うだ∴二年変に甘宰人¢苧療宴ヒ2

八の研藤生が生濁しており、礪宅、山野商蒐墾ボ砲車／一角のごと～在七め

磯ヒタウトにらみをさかしてお【る♂

上田琴畠　イ轟分子の球亀の研宛）…∴∵－1、－コープ係ジ

紐解祐堆　〈（鶴度による萄骨子の物塵）一一一一一一時計係

須田徹哉　（オレフィンのノ＼ロダン化ヒ壕壱）一一寛容会僚

姥上境芋　（ポリ＝∴戸、ポリプロの寮監ヒ刻塵十あ参を席

次に徳の膚商を覗いてみよき。・ここでは厨への手頃ヒ∫言人の5回重訂く

らしてお予け緒に肇合の究寮を行なっていて、フラスコ、ヒーオー現がずら

リヒ革んでいる．■しかし、ゝ　いつも宋零しているのはう回生ばかりで、子供は

よ一jぺといったヒころ、やはり遊ぶのに夢中なんだろう。

横田任堆

ス・保栄一

山客車斐

川亀孝夫

竜田　森

永象　徴

＼合葬碗葦

毛軍歌孝

（ス∴戸レンの連館嚢含）

（ナイ　ロンの暫礪車台）

（アクリ人ルの蜜含）

（承射線蟄合の召粁冤）

（ウレタンの重合）

（栗橋紹合の爾＝蒐）

くアミノ磯の蜃合）

（テトロンの研賓）

リコピ→條

困蕃礫

濱名係

賽爵僚

合計條

一一一一一一一～一一一　字葵傑

一一一‥サT一一い　～レクレーション僚

・‥‥　　一　一　コ、・．J‘諌

寮衡こ帝の台野に行ってみよう。ガ√・という痺音のやそ3人の子供が↓き

りに紡’牽敬老倉零しておる。なかなかよく彷く子供達で葛巻。舵に2人¢曙

i〉Y修窒ヒ鴇亀転生が窒素してお／香。こく二にい香も¢緩いづも血盟　のベア写り

つし－た隼嘗頚音萄ていて、をも笑零してし1番かのよきに見える。、緒に今はボ

ン力箪草、ポリプロ堺筋牽ヒ牽塵乞／行ない、その密塵を翳ぺてLl等。

宗上．寺芳一

欒　健一

．・：、ミ‥予ゝご㌻

′－あさり研く

ン／

（ポジ工デ、ポリプロの紡糸ヒ物療ト一一牽窓各礫

ヒ体に奉をよ′′

∴ト∴十六∴■∴ッ㍉上与∵∵
ノイ　　／　　　〆　ん
～イ　くく）〆ん

く　く㌧　㍉ノ　　　　　　　＼く／√～

ク〈　　　　　　　　）∴一一・番具備′

〃　　　　　　　　　　）…一班　蔑ジ

ヒ衰おうヒしたが、、もうい牒な十
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よ、ずっ乞南で中国萄色学んでい者んだろう。／ジ考あ／こんな¢ころが相宅研∠

し十つたもんた㌦

どこでもやっているようだが、各週土曜日に寛素食ヒいろ〈ものがあらて・

外囲の文献変節訳し、理解し、発表しておろ，っ　まだ偵めだから、あまり［＝二

つかないが．翼、氷夏日ヒ字の渡歩がよく分クて、或マにも参考に在香野が争

勘また不定期にあ毅だ食があり，一♪くじ／∂～対円であみだ老する。日ごろ

のア子なし＼が覆しlヒ碑のめぐみか厚く当ることが争し1クお禾ヒお菜享そ萄し合

う会で、そこそに＝ヨごろの実家ヒか、患輩の萎歎ヒか、レクレーション吐か

について、先生共々復でセかに篭しあう。その中で、実質¢テーマ∴．あ1㌢い

ほヒントなど一宮鞄っけろニヒが多い。また最近、墟讃ならず、ロシア語の懸

濁打ド与力＼んとなった、ヤたら毒を刀＼むようなしゃべリ方そしてし1るブギ、ヤ息

リ大笑のあるのは平常葛であ香。

何ヒし1づても果釈するにに日本布、一番ヒいうわけで、尭生自らスポーツ之乗／

碗している。野球、守ニスJ、べトミントン、卓球、はてはサンガーガー中ま

で㌧∴そろいすらリヒある。塵休みとなると、尭吏方宜野祓、テニスに、写灰

豊はラグビー、サッカーに．ブランドいっぱいにと答、まわる。乙、ヒ汗かいて

窄療すれば、身も把も棄礫で、一夜と異剣さが増してく、看．
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′．㌦絡集後言己 、““叩肘で．〟脚・“咄、、▲・、叫、巾㌦Ⅳ入、≠㌦叫、ウメ

1■

二㌢－からはますます葛　なるし、それそ弟透きな方法をみつけて過し

たしうもカであるク　本懐に入っても巧㍉ま乾で＼なしバヒいちのだから　一一小　筒

領夜も膏んな夢中になってでったようで珍香か、そろそろ完全に繊維療

度、汀から夜け切ってしまLlたい。そうこうする和二間もなく要路みそ診

る，

今毎這え方慮りに老輩からの者稀があり、それぞれよい参考になるニ

ヒヒ番います，大学符代に櫻衆で学、ドニヒ以外のもの老一つでもいい
｛
‥
J

ら身につF7たし工　というのかみつたが、お酌は四年間で一路何をしたの

1＼ヒ香われたらぅ可乙香えたらよかろうか9－‥・・
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